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第 5回 アジ ア大 会 、世 界選 手 権 な どで得 た貴 重 な資 料 を も とに、 第 1線ブ レー
ヤ ー の声 を生 か して研 究 、完 成 。全 国 9万人 のパ ドミン トン ブ レー ヤ ー に贈 る
決 定版 です 。

従 来 の ロール底 の シュー ズ は、競

技 中の疲 れが 多い ため 、安 定 性 の

良 い特殊 デザイ ンの型底 を採用 し

ました。

動 きのポイ ン トになる部分 には強

度 を特殊配合黒色ラバー同時成型

特 に耐久力 をつ けま した。

最 も破損の多い、甲八先部分 には

皮補強 を施 し大 きな企画 にしま し

,こ。

サイズ′/123.0-28.0の  カラー//白―色 イ面1各 /980円
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広島県高等学校体育連盟

会長 森 田 晴 夫

待望の昭和43年度全国高等学校総合体育大会が、国民
の

敬愛をあつめていらっしゃる皇太子殿下ご夫妻
のご臨席を

ぃただぃて、ここに盛大に開催 されるはこびとなりました。

ゎたくしども広島県高等学校体育連盟関係者は、大きな感

激 とよろこびとを感 しております。

ゎたくしどもは、北から南から、各地区の予選を勝ち
ぬ

いて参加せられた 2万 3千有余の選手諸君が、日ごろ鍛え

あげられた技量 とたくましい青年の意気 とを遺憾なく発揮

せられるべきこの大会の設営に、誠意をつ くした
つもりで

ヽノ

あります。選手諸君におかれては、郷党のかたがた
の期待と声援にこたえられるとともに、高体連

の真

髄たる・力と技と明朗な精神
"に徹し、正々堂々と健闘せられんことを切望いたします。

本大会の標語を「強 〈 正しく 美しく」とかかげました。本県高等学校生徒は、
この標語の精神を

具現すべく、実践項目を定めて日常生活を正すよう努
めております。全国の生徒諸君も、本大会を契機

として、「強く 正しく 美しく」生き続けてくださるならば、まことに望外
の喜びであります。

終りに、本大会に寄せられました各都道府県高体連
のご厚情に謝意をささげ、県内関係各位のご協力

ご支援に対 く厚 くお礼申しあげるしだ
いであります。

日本バドミントン協会会長

本  田 弘 敏

高松宮同妃両殿下の御臨場を恭うし、磯の香りも高さ山

陽路福山市に於て若さと情熱にあふれる三千に余る全国の

精鋭諸君を迎え、姦に昭和43年度全国高等学校総合体育大

会パ ドミントン選手権大会が、開催されることは同慶にた

えません。

申すまでもなく近年、日本バ ドミントン界は世界のパ ドミ

ントン界へと発展をとげつ あヽりますが、その原動力が高

校選手諸君の精進、水準の向上にあることは申すまでもあ

りません。この意味からも本大会の成果によせる全国の期

待は大なるものがあります。

終始フェアプレーの精神に徹し、堅志j牧闘されんことを祈ってやみません。

尚本大会開催に当り深い御理解と御協力を賜りました、関係各位並に大会役員の方々に衷心より御礼申

上げ挨拶と致します。

ごあい さつ
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ます盛大になりつつありますことは、皆さん

全国高等学校生徒の中から選ばれて、出場

のっとり、正々堂々と競技を行ない、りっぱ

文部大臣

本日ここに皇太子殿下同妃殿下のご臨席のもとに、昭和

43年度全国高等学校総合体育大会が開催されるにあたり、

ひとことこあいさつ申しあげる機会を得ましたことは、わ

たくしの深 く光栄とするところであります。

国家社会の将来をになう若人が、学業に励むとともに、

スポーツに精進 し、あらゆる困難にうちかつたくましい体

力と充実 した気力を養なうことは、きわめてたいせつなこ

とであります。

このような趣旨のもとにこの大会が 6回めを迎え、まム_/
とともにご同慶にたえないところであります。

の栄誉をになわれた諸君、どうか、スポーツマンンップに

な成果をおさめられるよう希望 します。

灘 尾 弘 吉

終わりに臨み、関係者各位のお骨折 りに対して深〈敬意を表するとともに、今大会の成功を祈ってお

fiv,a> Z t d L r. /j L * f.

広島県知事 永 野 厳 雄

ここ広島の地に、皇太子同妃両殿下のご臨席を仰ぎ、全

国各地から2万 3千有余の高校生選手諸君をお迎えして、

昭和43年度全国高等学校総合体育大会の開幕をみるにいス、″

りましたことは、このうえない光栄であり、まことに喜び

にたたません。

参加されました選手諸君は、いずれもたくましい体力と

強い精神力に加えて、す ぐれた技術 を身につけた全国高等

学校の精鋭であり、あすの日本を象徴する若人として、実

に頼 もしいかぎりであります。

本日から、真夏の太陽のもとで、日ごろ鍛えられた力と技とを心ゆくまできそい合われ、青春の友情

をかわされる諸君に対して、わたくしどもは 心から声援をおくりたいと存します。
この機会に、諸著が、広島県民との親陸を深めてくださるとともに、本県の風土や産業経済をもあわ

せて見聞され、この大会を高校生活のよき思い出とせられますよう希望いたします。

諸君のご健闘をお祈りいたします。
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広 島県 教 育委頁奮教 育長

長 谷 川1 鉦 三

全国各地から 2万 3千有余の高校選手諸君を、わが広島

県にお迎ぇして、待望の昭和 43年度全 1■ 高等学校総合体育

大会が開催 されますことは、よろこびにたぇな
いところで

あります。

ことしは、あたかも明治 100年 を記念す
べ き年にあた r)

ます。本県では、この大会をその記念事業の一
つとし、県

民あげて、精いっぱいの準備 をしてま
いりました。

近代 日本のあけぼのが、若 き活力あふれる青年
の手によ

って開かれましたように、いま、未来からの呼びかけ
にこ

たえて、新しい時代を築くもの、それは、たくまし
い体力と強い精神力をもち、希望と青春にみちた高

校生諸君自身にはかなりません。

選手諸君が、力と技のかぎりをつくして競
い合われるとともに、スポーツマンシップにの

っとり、ル

ールを守って正々堂々と闘われるようお祈りします。

諸君の若々しい活躍をとおして、この大会が、本県
12万の高校生には申すまでもなく、23()万県民に

も、大きな遺産を残すことを、ゎたくしどもは期待し、確信
しております。

終りに、この大会開催にあたり、各方面から賜わりまし
たご支援、ご協力に対し、深 く謝意を表しま

すとともに選手諸君のご健関を心からお祈 りするし
だいであります。

福 山 市 長 徳 永  豊

ことしも瀬戸内の青い空に、若人の情熱を象徴するよう

な、烈しい太陽が輝やく夏を迎ぇました。そして、この夏

の訪れとともに、ことしは、全国高等学校総合体育大会が

広島県において、開かれ、本市にも、全国からぇりすぐら

れた選手や、ご関係の皆さんが多数お出でになって、柔道

パ ドミントン、フェンンングの各競技が行なわれます。

どうか選手の皆さんは、この大会のもつ意義に鑑み鍛え

られた心と技を遺憾なく発揮され、強 く、正しく、美しく

高校生らしい堂々の競技を展開されることを切望してやみ

ません。

はるばるわが福山市へ、全国各地から元気激刺とした皆さんをお迎えいたしましたことを、23万市民

とともに心から歓迎申し上げます。

暑いときですから、 とくに健康に気をつけられて最後まで敢斗されますよう祈ります。

おわりに、関係各位のご努力に対しまして、深く敬意を表し、この大会がす
べての点において、立派

な成果をおさめ.ら れることを祈 り、なお、あわせてわが福山が、皆さんのよ
い想い出の地になることを

願ってごあいさつといたします。
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全国高等学校体育連盟会長

大会会長 新 井 迪 之

昭和43年全国高等学校者ヽイ当本育大会夏季大会が、広島

・鳥取両県にわたり盛大に挙行 されますことは、高校体育

界のためまことにご同慶にたえません。

とくにこのたびは、親 しく皇太子殿下・同妃殿下のご臨

場 を仰 ぐ光栄を得ましたことは、日本全国の高校生はもち

ろん、生徒指導に当る本大会関係者一同の喜びにたえない

ところであります。

高等学校関係者 ‐同は、生徒の平素の鍛練の成果をこの

大会においてしゅうぶんに発揮させ、殿下のご激励におこ

たえしたい覚悟でおります。                                     、

大会に参加する生徒諸君も、いたずらに優勝のみにこだわらず、高体連の目指す力と技と明朗な精神 V
の三大目標の下に、正々堂々と競技を行ない、本大会をスポーツを通しての高校生相互の親善の場とす

るよう期待 します。

最後に、本大会の開催に至るまでに払われた地元の方々および関係諸団体の方々のご後援ご指導に付

し、心から感謝申上げるとともに、各地方の予選より本大会に至るまで、日夜、生徒の指導に献身的な

ご尽力をいただきました諸先生に衷心より敬意を表する次第であります。

広島県バ ドミントン協会

会長 天 野 辰 雄

待望の43年度全国高等学校総合体育大会パ ドミントン選

手権大会が、全国各地より多くの選手並びに役員のみなさ

んをお迎えして開催されますことは、まことに感激深 く喜

びにたえないところであります。

今や日本のパ ドミントン競技は、数多〈の国際大会にお

いてりっばな成績をあげ世界制覇も今一歩のところであり

ます。本大会においても最高のケームが展開され明日のパ

ドミントンに必ず役立って下さることを信しております。

選手のみなさん、新装なれる葦陽体育館で日頃練磨の技

をしゅうぶん発揮され栄光をめざしてご奮斗されますことをお祈りいたしますとともに、このたびの参

加がみなさんの生涯を通してよい思い出となりますよう願ってやみません。

おわりに本大会に対してご協力いただきました各位に感謝申し上げ挨拶といたします。

_ヽ′

い
０ ●

「

.く



V

■歓迎 の ことば

広島市商業高等学校 石 原 慶 子

ここ山陽路広島に、皆様ようこそいらっしゃいました。

私たち広島県の高校生は、「強 く 正しく 美しく」を合

いことばとして、はぇある祭典、全国高校総体に皆様を迎

える日を心からお待ち申しておりました。「より速 く よ

り高く より強 く」と記録をめざす。全国 2万 3千余名の

選手の皆様、この大会こそ21世紀を切 り開く若人の大会で

ございます。

選手の皆様、母校と郷土の栄光を担い、あすから各種の

競技に、あらんかざりの情熱とスポーツマンンップとを発

揮して、悔いなく闘ってください。

応援のかたがたも、観衆の皆様も、惜しみない声援を送ってください。

いま、平和都市広島の開会式場に燃えさかる矩火は、若者の情熱を象徴するはのおであると存します。

ほのおのごとき若人の血をたぎらせて、力いっぱい健闘せられることをお祈 りして、歓迎のことばとい

たします。
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競技は力なり

磨かれた技 ,

でありたい。

蔵
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高 体 連 の 象 徴

……この力を十分に発揮するために技が必要である。

それを包む明朗な精神こそ学徒スポーツであり,高体連の象徴

三つの Kは

Kraft(力 ) Kunst(技 ) K:arheit(明 朗なる精神)の意味をもち
その色彩は若人の熱情を示している。

高 体 運 の 歌 増 口文増 作
"小 松  清  作 ●
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(高松宮杯 )

主   催 全 国 高 等 学 校 体 育 連 盟

日 本 バ ド ミ ン ト ン 協 会

広 島 県 ・ 広 島 県 教 育 委 員 会

福 山 市 ・ 福 山 市 教 育 委 員 会

高 等 学 校 体 育 連 盟

パ ド ミ ン ト ン 協 会

県

日

V

王ヽ
　

　

後 省

会

Ｋ

会一励

協
　
　
１育

ム
ロ

部
　
　
Ｈ

体

体

県

県

　

　

本
　
　
島

島

島

広

広

文

日

Ｎ

広

管

　

　

援

昭 和 43年 7月 28日 ～ 8月 3日細瀾
　
　
　
△〓 場

場

場

会

会

会

北

取

南

城

鷹

城

場

場

場

△
ム
　
△
〓
　
△
〓

陽

商

呑

葦

福

水

場

高 松 宮 。同妃 賜 杯

昭和 43年度全国高等学校総合体育大会

第 19回バ ドミン トン選手権大会

□

(高松宮妃杯 )



全国高等学校体育連盟会長杯

■
７

．

ー

(男  子 )

(女 子 )

諸   会   合

7月 27日

7月 28日

16時

10時

14時

18時

常 任 委 員 会

監 督 主 将 会 議

専門部長・委員長会議

開   会   式

於

於

於

於

山

市

●■

有■

館

館

校

校

旅
　
会
　
高
　
高

陽

民

陽

陽

_ヽ′

｀
中饉_藤P

嗜

■
■
■
■
■
目
日
一目

城南会場 23-3010

撃彗1耳え″ ″ 23-3008

福商 ″′′水呑 100

向丘 ′′′′ 水呑 450

10

(・

ヽ
'苺

特 設 電 鮨 番 号

葦陽会場  記録センター用 23-3004

会 場 連 絡 用 23-3005

-‐   般  用 23-3006

報  道  用 23-3007

城北会場         23-3009
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土
建
工
業
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式
会
社

取
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社
長

栗
　
原
　
　
要

本
　
　
社
　
福
山
市
松
浜
町
二
丁
目

一
番
五
号

建
設
大
臣
登
録
②
第
四
五
二
九
号
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― 世界へ広がる三菱電機

明日を築き今日もあなたと共に

=菱
電機

■ノーヒューズしゃ断器 ■

■小形で最高の性能

●家庭用 30ア ンペアから世 界最大

2000ア ンペアまで機種 の豊富 さ

も業界 一―

,

■電 力量計・

■家庭・工場・病 院・変電所 など

あらゆるところに使用

■長い経験 と最新の技術 で、広 く

世 界へ進出

三菱電機株式会社福山製作所

福山市緑町 1番 8号  T E L21-3211
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輝 く太 陽 の 製 鉄 所

|■

殿ンテプ
●

ソヤキ，ヽＪ

●

■
■
巴
●

立
ロ
ｈ
〃
壬
男
里１ヽ
一日
゛賠

:
口

“

補
欠

`まい

ま
せ
ん

■:● ′
′

`

の
２５０
倍
―

瀬
戸
内
海
国
立

公
園

の
碧

い
海

に
ぐ

っ
と
突

き

出
し
た
人

工
平
野
。
新
し
く
建
設
さ
れ
る
笠

岡

工
場
を
合

せ
る
と
甲
子
園
球
場

の
２５０
倍
と

い
う

と
て
つ
も
な

い
広
大

き
で
す
。

２１
世
紀

に
挑
戦

す
る

″
輝
く
太
陽

の
製
鉄
所
″
に
相
応

し

い
鉄

の
グ
ラ
ウ

ン
ド

で
す
。

プ

レ
ー

の
あ

と

の
休

め

の
姿
勢
―

ヘ
ル
メ

ッ
ト
を
脱
ぎ
、

モ
ダ

ン
な
独
身
寮

、
社

員
住
宅

に
帰
り
、
親
友
と
、
家
族

と
語
り
ま
す

１
５
０
０
人
を
収
容

で
き

る
独
身
寮
、
２
６
０
０

余
戸

の
社
員

住
宅

・
小
学
校

・
中
学
校

・
病
院

商
店
、

そ
し

て
プ

ー

ル
を
備
え
た
社
員
団
地
が

あ
り
ま
す
。

日
本
鋼
管

の
新

し

い
町
づ
く
り

で
す
―

甲
■
'■r

園

日 本 鋼 管 福 山 製 鉄 所
福山市鋼管町 1番地 TEL鰤 084941-2HlⅢ
NKK

]

す
ぐ
れ
た
鉄
を

つ
く
る
工
程
の
中

に
は
Ｆ
Ｗ
も

暉
バ鞠
も
、
そ
し
■
α
噸́
デ
必
要
で
す
。

み
ん
な
機
敏
な
プ

レ
ー
ヤ
ー
で
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
プ

レ
ー
ヤ
ー
は
温
く
、

手
堅

い
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
鉄
に
挑
み
、
鉄
を
手

な
づ
け
て
い
ま
す
。
君

の
卒

い
る
チ
ー
ム
と
同

じ
で
す
。
た
だ
ち
が
う
と
こ
ろ
は
福
山

の
鉄

の

男
の
チ
ー
ム
が
―
人
残
ら
ず
、粗
鋼
１
０
０
０
万
ｔ

（年
間
）
と
い
う
す
ば
ら
し
い
ビ
ジ

ョ
ン
を
揚
げ

て
、
世
界
に
挑
戦
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

正 社 員 募 集 初任給29,000円以上(超労除く)・ 高卒 。身体強健な人 くわしくは学校へ¨̈ 。̈
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泰
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幹
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彰
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弘
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美
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二
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博
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人
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治

夫

行

進

健
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一
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宏

人

実
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善

二
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乾

造
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夫
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睦

茂

　

　

　

　

昌

常

　

喜

庭

　

　

貞
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義
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公

正

省
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忠

寛

　

　

岩

周

　

　

一ハ
　

直

　

太

信
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利

文

　

幹

美

誠

春

徳

　

正

幸

澄
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井

田

川

野

谷

生

川

川

戸

田

島

田

岡
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辺

良

辺

　

島

久

山

形

添

岡

崎

野

村

　

橋

田

良

山

川

田

井

吉

崎

崎

田

山

浦
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本

日
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野

倉

木

本

川
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門

松

原

神

吉

賀

土

中

平

城

皆

中

高

平

中
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瀬

口

宮

本

代

大

山

川

松

藤

館

飯

林

高

船

奈

松

石

直

酒

兼

尾

江

吉

栗

松

平

野

井

松

山

鍬

河

朝

明

木

中
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参 与
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上

原

大久保秀 蔵

'|: 
村 仁 視

太喜造河

都道府県高体連会長

憲

郎

十

寿

吾

雄

英

夫

美

男

英

夫

明

郎

章

郎

毅

夫

吉

郎

人

郎

畔

行
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市
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正

伝

九

松

信

文

　

民

成

常

　

武

　

一
　

一二
　

秀

武

長

真

太

　

一
文

啓

角

野

原

玉

藤

沢

谷

賀

輪

村

室

谷

居

切

分

池

沢

口

田

熊

海

田

　

田

原

辺

山

本

須

湯

栗

児

安

黒

岩

横

花

三

文

西

土

岩

国

菊

伊

谷

澄

大

内

作

峰

倉

木

渡

高

橋

員委

大 会委 員長

大会El委員長

大 会 委 員 八

郎

治

男

古

次

弘

志

勇

之

雄

郎

夫

繁

繁

夫

人

夫

陽

雄

之

二

郎

男

郎

広

三

　

　

　

　

　

嘉

　

　

　

児

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

次

平

豊

安

哲

典

清

　

他

　

由

一
麒

辰

陸

　

寿

正

秀

知

義

膳

弘

益

茂

一
保

村

原

内

海

藤

田

口

尾

倉

西

石

村

島

永

林

藤

岡

林

井

原

田

末

村

田

中

本

下

藤

武

鳴

佐

黒

和

西

坪

中

船

中

下

徳

若

伊

山

外

研

松

深

友

中

谷

川

山

夫

文

利

芳

田

田

河

竹

成 田
山 田
長谷川
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大  会  順  序

開  会  式  (7月 23日 午後6時) 於 第 1会 場

雄

雄

豊

辰

厳

野

野

永

天

永

徳

拶

拶

詞

ば

言

告

挨

挨

　

と

宣

邑

長

長
　
　
こ

表

，

、■′

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

3.

9.

10.

11.

開 式 通 告

選 手 入 場

開 会 宣 言

国旗。高体連旗・大会旗掲揚

賜 杯 並 び に優 勝 杯 返 還

大  会  会
県 協 会
祝

歓  迎  の

選 手 代
閉   式

広島県バ ドミントン協会会長

広 島 県 知 事

福 山 市 長

3時 より

)第 1,2,3,4,5,6会場 (個人複 1～ 5回戦 )

)第 1,2,3,4,5,6会 場 (個人単 1～ 5回戦 )

)第 1会場     (個 人単,複,準決勝,決勝 )

競 技

第 1日 (7月 29日午前8時 30分より)第 1,2,3,4,5,6会場 (団体 1,2回戦 )

第2日 (7月 30日午前9時 より  )第 1,23,4会場  (団体3,4回戦)

第 3日 (7月 31日午前9時 より  )第 1会場     (団 体準決,決勝)
表彰式

第 4日 (3月 1日 午前8時 30分 より

第 5日 (3月 2日 午前8時 30分 より

第 6日 (3月 3日 午前9時 より

閉  会  式  (8月 3日 午後 i3時より)  於 第 1会場

開 式 通 告

役員選手入場

成 績 発 表

表    彰
大会会長挨拶

国旗,高体連旗,大会旗降納

１

２

３

４

５

６

７

８

９

言

告

場

宣

通

退

会

式

手

閉

閉

選
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敏

之

豊

吉

男

造

弥

郎

次

次

弘

迪

　

米

正

秋

金

栄

源

田

井

永

崎

水

野

竹

野

野

本

新

徳

高

清

上

大

高

藤

巌

勉

彦

敏

郎

泰

　

義

兼

四

添

　

木

田

国

高

靭

栗

広

村

寿

郎

三

一

正

喜

鉦

下

中

川谷

松

田

長

三

明

郎

夫

三

銀
　
　
恵

秀

島

井

橋

野

西

坪

高

水

大 会 役 員

ミ ン ト ン 協 会 会 長

学 校 体 育 連 盟 会 長

市

学 校 体

市   長
育 連 盟 副 会 長

名 誉 会 長

大 会 会 長

名 誉 副 会 長

大 会 副 会 長

ド

等

山

等

バ

高
　
　
高

本

国
　
　
国

日

全

福

全

日 本 パ ド ミ ン ト ン協 会 副 会 長

｀日′

雄

夫

辰

晴

野

田

天

森

雄

雄

厳

乾

野

内

永

桜

年

文

洋

律

山

下

丸

山

島 県 教 育 長

島 県 バ ド ミ ン トン協 会 会 長

島 県 高 等 学 校 体 青 連 盟 会 長

山  市  教  育  長

広

広

広

福

広

広

石

小

岩

中

白

河

数

間

佐

立

小

藤

佐

藤

庄

鈴

中

林

佐

山

石

森

西

宮

井  1l f中次郎

潤―郎問

虎之助下竹

佐々木

惣太郎

"|

細

高

森

島

山

宮

井

上

徳

中

三

平

森

吉

柳

大

藤

津

森

牧

安

稲

畑

地

雄

徳

文

俊

田

平

山

石

男

郎

正

二

村
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西

木

之

郎

誠

哲

政
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高

郎
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日
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相

郎

運

毅

二

三

二徳

英

剛

健

春

葉

角

崎

野

西

松

両

尾

宮

増

小 オ水 義 人
彪

雄
　
一　
之

武

喜
　
一

子

田

沢

藤

金

門

宮

佐

池

野

郎

雄

夫

録

芳

良

野

辺

中

佐

渡

田

治

之

郎

淳

男

彦

太

重

俊

文

　

徳

武

本

石

敷

口

野

田

屋

山

大

新

谷

河

武

葉

長会

郵

邦

吉

議

満

一

・部

雄

人

士

已

昇
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健

雄

義

男

二

将

利

甥

長

三

占

知

　

源

義

荘

　

　

秀

政

義

寿

清

恭

　

千

　

国

信

石

一
嘉

秀

不

広

久

武

協

山

村

田

田

橋

玉

馬

原

部

川

島

沼

本

村

杉

　

田

笠

本

沢

斐

九

葉

熊

代

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

本

県

体

自

芝

石

千

高

児

有

松

占

吉

涌

菅

藤

飯

三

林

山

衣

山

福

甲

鶴

千

大

果

一
行

蔵

部

郎

人

雄

郎

一
夫

夫

門

男

行

動

清

郎

弐

亘

雄

侃

島

‐

俊

直

富

大

修．
邦

猛

嶽

正

定

政

術

松

寛

喜

　

絆

正

　

寅

島

渡

松

下

江

井

合

田

下

藤

石

林

井

藤

崎

司

木

村

　

藤

本

川

名 誉 顧 間

輛

参 与

ヽ

‐

通

亨

薫

夫

六

夫

雄

昭

弘

雄

正

雄

六

忠

宏

文

次

晴

毅

夫

暉

一
郎

義

造

三

政

光

　

久

　

義

格

　

　

澄

叶

栗

　

末

盛

利

幸

日

本

　

本

川

上

田

永

川

口

田

　

岡

瀬

当

井

田

沢

野

楽

富

田

崎

郎

之

郎

口

「
　
　
　
　
　
ム
●

枷

保

掛

山
　
　
村

檜

林

川

橋

柳

雄

男

介

二

男

利

巌

美

中

竜

賢

芳

忠

中

崎

川

田

丸

口

橋

田

大

古

角

米

田

高

小 池 誠 之

元之輔上

正  山 本
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郎

貢

衛

二

門

市

男

衛

三

　

篤

”

右

立

二

善

関

紫

村

藤

本

　

井

小

小

中

後

国

原

藤

治

夫

三

一
衛

一
子

交

代

　

　

　

兵

喜

貞

良

喜

与

喬

庄

義

野

野

倉

部

畑

尾

文

田

浅

日

朝

矢

川

中

入

藤

政

修

雄

郎

一
健

薫

二

十

光

　

政

新

英

　

　

卓

村

賀

口

原

末

村

威

下

田

額

小

揚

永

中

俊

山

吉

郎

弥

吉

忠

孝

海

実

藤

十

吉

与

　

義

益

橘

川

田

下

崎

藤

田

木

松

市

和

宮

岡

加

鎌

荒

郎

門

夫

平

七

蔵

五

雄

太

衛

光

右

正

藤

紋

又

八

俊

忠

郷

島

間

森

鬼

原

河

久

須

小

佐

金

九

田

市

森

記

一
美

男

郎

之

雄

郎

相

博

巌

二

意

新

博

二

男

明

和

夫

晃

郎

一
雄

郎

ヂ

郎

三

辟

郎

三

雄

門

勇

毅

基

修

成

常

大

山

一
麒

英

　

　

昭

博

　

正

修

英

俊

裕

建
一
　

幸

研

正

八

　

六

鹿

　

大

啓

英

麟

藤

田

村

室

吉

西

石

村

岡

村

　

木

田

田

田

司

本

川

部

野

豆

下

　

山

本

良

山

代

西

藤

山

野

藤

尾

村

伊

吹

三

文

兼

中

船

中

大

田

関

青

植

富

内

市

国

斉

阿

牧

伊

松

岸

穐

山

奈

松

万

倉

工

高

佐

遠

金

川

信正嵐十五

茂

郎

亮

市

登

明

二

三

　

　

二

正

志

林

沢

　

本

田

田

清

郎

威

裕

裕

行

雄

平

照

夫

文

武

郎

美

二

三

斉

三

克

昭

徳

小

伊

谷

橋

笠

山

利

際

田

尾

倉

相

川

田

場

中

多

田

田

日

高

池

本

林

山

井

松

破

尾

原

村

府

田

日

本

村

村

村

田

見

日

前

毛

上

和

西

坪

成

中

栗

相

野

内

千

寺

和

国

菊

松

小

中

新

植

不

松

石

野

別

河

竹

山

西

中

津

副

楠

石

富

全国高等学校体育連盟パ ドミントン部長

全 国 高 体 連 パ ド ミ ン トン副部長

大会 委損 長

大会副委員長

長

長

事

；

理

事

会

理

協ン

連一ヽ

ン
　
‘

ミ

高

パ

県

県

島

島広

広

広 島 県 高 体 運 バ ドミン トン部長

相 場 清 ―  秋 元 信 一
今 井   光  市 嶋 智二郎
内 藤 安 雄  並 木 万次郎
山 田 丈 威  嶋 田 重 春
砂 子 寿 弘  森 田 正 英
西 谷   英  大久保 秀 蔵
尾 崎 信 幸  土 居 武 夫
江 崎   保  岩 切   明
吉 田 正 吾  鈴 木 忠 雄

板 垣 隆 房  大須田 良 作
玉 手   庸  小出沢   悟
渡 辺 成 雄  大 竹 健 司
岩 井 由 治  高 崎  熊
村 岡 則 章  新 見 泰 志
福 田 芳 正  丸 山 嘉 久

渡 辺 清 司  木 村  登

宮 越 龍 三  高 橋
篠 塚 芳 江  遠 井 稔 男
岡 村 英 男  秋 山 文太郎
金 子  忍  熊 倉 光 治
辻   広 之  佐 藤   博
河 合   満  山 根   怜
中 川 勝 清  石 丸 良 男
佐 藤 吉 之  益 田  隷
岩 谷 文 雄  戸 島 正 雄
横須賀   英  遠 藤 二智男
石
"1 

宏  花 輪 民 夫

姫 官 宜 雄  山 肩 敏 美
吉 本 耕 治  伊 藤 茂 男

藤 野  保  馬 場 重 孝

大 会 委 員

実

進

井

野

酒

館

志

勇

小 宮 淳 宏

直 田 直 人

夫佐々木

大喜造

寺 本 忠 雄

ヽ ′

▼ 定 義
武

秋 生
清 一
正 穂

士

弘

正

他オ,

郎

ニ

五小

軍

利

弘

暁

郎次

清

昼

二

郎

富

正

三

徳

本

丸

山

藤

右

上

塩

山 本 邦 彦

秋

正

光五十里

夫

膚

満

雄

郎

市

重

寿

　

忠

八

寛

機

島

合

光

本

村

高

中

河

倉

山

仲

勇

寿

壮

明

充

澄

信

博

二

遭

男

古

次

暁

良

　

禎

正

哲

典

清

田

日

本

西

村

海

藤

田

永

飯

山

中

今

鳴

佐

黒

一■
夫

一
保

谷

田

神

増

次

二

彦

益

本

井

根

増

純 幸  森
松 浦 宣 三二

　

忠

　

良

幸

淳

　

利

芳

本

河

之

茂

愛田

重

森

正

三

郎

慶
　
一

呂

幸

高

本

下

水

茂

司征

川

松

中

平

男

徳

篤

看

花

明

立

惣

美

四

豊

彦

英

明
　
　
俊

黒

谷

井

合

名

横

桜

落
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雄

孝

三

律

義

“

尾

本

永

飯

谷

増

実

登
　
一

村

日

本

木

●

山

明

市

実

治

男

夫

男

正

角

　

着

松

静

典

日

本

井

本

藤

宗

田

山

橋

石

橋

佐

宮

構

美

男

子

澄

子

克

秀

貞

　

隆

郷
　
　
兼

苺

之

林

津

堤

定

佐

口

山

井

壁

藤

田

来

石

渡

伊

進

治

雄

子

た蔵
　
一　
法

塚

替

川

岡

中

久

水

藤

運 営 役 員

広島県高体運バ ドミントン部長

広 島 県 バ ド ミ ン トン協 会 長

広島県高体運バドミントン部委員長

田 一
日 浩
本 義

寺

下 宮 範 夫  大 田
藤 井 玲 子

総 務 委 員長

総務委員長

実日

本

坂

藤横

橋

深

雄
　
一　
修

久

静

加

川

高

川

森

亀

石

郎

孝

聡

治

五

行
　
　
歳

地

山

池

替

永

中

富

久

喩

美

実

総 務 委 員

会 場 整 備係

駐車 整備係

救  護  係

渋  外  係
練 習 会場係

式  典  係

宿泊専門委員

輸送専門委員輸

広報専門委員

環境整備専門委員

医療専門委員

補 助 役 員係

郎

洋

三

子

堅

博

井土

奥

三

縦

啓

豊

部

田

物

島

子

夫

弘
　
一上

畑

村

二

弘

V

哉

之

邦

一　
本

崎

藤

彦

子

博

悦

満

田

天

池

文
　
一

博

博

井

村

藤

大

瑛  和 田 昭 一  池 田 静 思  友 野 和 男

本塚

中 尾 容 子

宇 根 保 典

大久保 晴
次郎蔵 日 善

貝
　
　
員

係
　
　
係

委
　
　
委

守
・　
　
　
４●

務
　
　
計

４
　
　
４

庶
　
　
会

受
　
　
接

門

内

岡

篠

江

男

子

彦

子

子

子

子

熙

行

通

治

江

子

春

幸

和

敏

明

孝

掲

正

敏

俊

栄

光

清

木

野

田

橋

石

岡

村

　

野

井

木

原

高

荒

星

武

大

松

丸

野

林

狩

松

鈴

前

橋

V

加 藤 美喜雄

子

次

子佐

智

昭

緋

田
　
日

本

原

江

有

三

広

枝

保

菊

清

芳

原

原

原

枝

藤

石

上

国

崎 登志子
草 栄太郎

古 りll 光 広

岡 原 衣 江

橋 本

“

治  林  忠 敬  藤 本 邦 哉

子

子

健

太郎

司 朗
彰

みどり

フミヨ

徳 明

松 り|1 忠 行

小 林 文
三 吉 真

藤 本 千
進  佐 藤

學

塚

村

倍

井

中

安

石

小 林 達 治

郎

子

実

和

中

宮

一　
登

昭

道

田

橋

和

高

隆

江

二

橋

光

悌

高

原

田

前

桑
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競 技 役 員

岡 土 夫  馬 場 修

英

坂 本   武  北 'll 康 夫

高 機   恵  大 '|1 弘 和競 技 委 員  橋 本

記  録  係

報 道 放送係

審  判  員

石

衛

郎

兵徳

三

友

沢

森

伊

美

平

淳

明

倍

田

安

池

臣

博

経日
　
本
・

岡

坂

治

雄

校

澄

本

田

松

須

夫

司

秀

累

道

木

大

平

競 技 役 貝長

競 技 委 員長

競技副委員長

忠本曖加久一

小 川1 昭 夫小 林 史 郎

佐 藤 正 彦

″
向

本

松

　

　

亀

河

大 本
進  行  係  松 浦

郎

洋

子や

一　
　
　
み

松 浦 吾郎郎

雄

仁

文

行

昭

伯

谷

林

井

長

外

松

治

吾

平

良

省

明

追

林

田

小

内

池

夫

武

彦

土
　
　
克

日

本

井

松

坂

藤

朗

子

康

帝

山
　
田

金

門

子

勝

郎

広

敏

安

正

五

本

　

地

肥

川

谷

谷

永

土

桝

祐

幸

恵

浩

尾

崎

松

官

之

明

弘

美

正

茂

田義

森

勲

功

子

夫

恭

文

場

井

馬

向

田

根

田

山

子

毅

・ン

良

滋

哉

和

康
　
　
邦

朋

原

村

本

道

木

藤

秦

登

明

宣

道

義

橋

宮

範

大

三

二

英

昭

啓

祥

本

本

庄

上

国

山

新

村

美

美

怜

留

輝

波

荒 木 昭 三

たか子

大 'II 弘 和

上 川 静 香茶 木 敏 子

昭寛  田 村谷

桑 田 美 則

原 田 清古 '|1 定 雄

原 田 国 興

畠 本 利 幸
物 部 啓 三

競 技競枝副委員長

小 畠 久 雄

近 藤 文 夫

平 井 あけみ

崎

本

岡 田   功
送  信  係
ンャ トルコ ック係

重 政

高

新

会場施設器材係

審  判  長
副 審 判 長 治

之

郎

正

和

次

水

本

田

清

官

高

志

用

一

弘

孝

童

彦

清

　

純

　

正

博

俊

校

利

木

山

岡

村

田

川

毛

高

丸

府

中

植

夏

豊

光

夫

孝

康

登

三

正
　
正

木

本

平

塚

豊

雄

勇

加

川野辺

桜

佐

」ヒ

井

藤

川

市

美

一

久

夫

昇

淳

修

輝

光

端

倍

場

原

根

川

安

馬

桑

曽

原

市

瀬

木

司
・

子

茂

宏

秀

幸

介

男

則

明

彦

彦

枝

司

吉

男

孝

昭

夫

潔

彦

博

ヤツ

　

靖

吉

熙

啓

辰

義

博

暉

邦

和

英

益

悦

和

孝

意

　

遭

政

木

松

葉

本

坂

田

田

重

田

田

原

原

本

尾

村

井

藤

川

口

　

房

茶

平

松

森

日

奥

上

森

池

半

杉

杉

山

松

嘉

平

加

北

井

林

岸

三

子

造

夫

健

由

也

樹

年

郎

彦

雄

嚢

雄

基

博

雄

進

綺

治

司

利

耕

真

陽

恒

　

康

征

茂

信

巌

直

幸

国

幸

武

敏

菫

本

橋

田

薔

柳

島

本

本

生

間

田

原

根

原

沢

井

村

川

野

田

林

久

　

　

　

　

　

　

　

谷

山

高

山

佐

青

三

池

谷

柳

佐

原

相

山

石

赤

高

木

長

河

沢

小

久下本三 好 清 人大 西 秀 則

子

之

義

純

平

樹

恭

泰

光

　

恭

美

崎

浦

原

橋

杉

岡

花

三

松

高

高

片

小  '11 賢 三

藤

林

勇

福山葦陽高校

至城女子高校

松

加

塩

三

庄

夫

茂

幸

オ

雄

夫

名

利

　

秀

佳

輝

末

５

津

回

井

田

元

本

本

野

山

松

円

石

川

熊

也

二

子

夫

雄

夫

治

哲

減

恭

一

秋

英

北

崎

日

本

根

中

浦

大

野

池

山

山

田

三

啓

恭

達

福山商業高校北川工業高

19

福山電波工業高校

福山女子高校

審線
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選 手 用 最 高 級 ス チ ール ラケ ッ ト (フ
レームのみ)

〃冗TA
ダンロ ップスタイルに世界一の合板技術 を加へた

ハ タ

チラケ ットは,ス ピー ドプレーに耐 えるすば らしい弾

性 と強 力なフレームはまさにバ ドラケ ッ トの逸品です。BADMINTON
″′・`ヽ

N=/
Rackets

羽立工薫株式会澤i 東 京・ 静 岡
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明るく 貝̈お
力
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り
人菫
早 物 祝 全国高校総合体育大会

「

~~｀

■ 若い ヾ
‐″薇と電芦

ピ
0)´
′ 1ピlレター二″ョリ

福山本通リセ > , -6G*t\*22- 6585 trt E 毎週木曜日 営業時間A M9.∞ )P M7.00

祝ハ●0●
-

“

‐

国
●

ハ
体
ヨ1曜

日
‐
ロ

ー :E

ヘロ
―
ロ

J=ヽ

インターハイをうつしましよう
フ■詢 ラー写真コンクール

第 15 インターハイ東部地区開催競技 を
題材 に した フリカラープ リン ト写真 L版以上
〆り] 8月 25日
賞

推選  10000円  1名様
特選  5000円  2名様 他多数
●詳細は最寄りのカメラ店で

皇太子御夫妻の御来福もあります。多数ご応募下さい。

主催福山ワ夢l口|ラ‐現像所
福山本庄町 558 T E L22-4292

ロ

22
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」

広大 な大 自然の中の休暇村 .′

合宿 。研修の場

瀬戸内海ヘルズ̀トレーニングリセンタ
~

収容人員850名  (会議場 。座禅堂等47棟外グランド)

(座禅堂)

(第一集会場 )

(本 館 )

11=館 )

◎交通

山陽線福山駅から30分

(パ ス64往復 )

広 島 県 沼 隈 郡 沼 隈 町 中 山南

TEL り玄島=F`F665・ 709・ 734

“

ロ

安全で水がきれい

期間 6月 1日 >9月 15日

平 日 日曜

大 人 ¥ 250 ¥ 300

大・高・婦人 ¥ 200 ¥ 250

中 。小学 生 ¥150 ¥ 200

室内温水プール フリータイム制 (時間制限なし)

年中無休職場 ぐ

16レーン

2

」 生

イ`
|ま

駅 前 丁EL 23-673i①福  山

ングをノ
の 日

ク  A
国 プ ラ

ン ズ ウ イ ツ 5日 ・ 15日

新 人 大

るみでボウリ

福Шユ雷…リセ〕5-

23

神原観光株式会社
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クrじ
,

一

日

本 功

荒 木 歯 科 医 院

福山市今津町六坪
電話 松永 (08489)2-3757 ′

し
い
ヽ
Ｊ

Ｑ

Ｑ

LADY NAPK:N

″

リフι
ヽ

ヽい

苦調のブ現キン
合資会社 音羽染料工業所薬品イヱ材部 福山市木之庄町251の 2

24
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V

上田耳鼻咽喉科医院
院 長 上 田

福山市元町(天下橋跡)

俊 博
T E L22-5873

入院応需・完全看護。給食有

ψ

東洋観光株式会社
福山市王子町 1丁 目14番地国道 2号線

T E L23-1124繊

●モーテル福山城

1階 大 食 堂
2階 喫茶・レストラン
ホテル(和・洋 室 )

3階 地下ガレージ
福山市王子町 1丁目14=地(国遺筋)|● 23-11烈拇

●びんごモーテル
福山市王子町 2丁 目8番地(国道筋)●122-08'9

福山市津之郷町 4癖 (国道筋)● 51-1357

●赤名モーテル

●阿伏兎海水浴場
海開き・ 7月 i3日

東洋観光チェ
ーン

阿伏兎複音前(馬場崎)●内海局338

25

●津之郷モーテル

島根県重石郡赤未町(赤名トンネル)●赤名局52



試 合 順 序

会  場

1 2 3 4 5 6

第 2会 場 (城 北 中 学 )

7 8 9 10時 間

第 1日

7′. ・・′
′
29

8.30 BT 1

8

BT2

9

′,   21

BT 3

′′   16

BT 4

′′   17

BT5

:8

BT 6 B T10 BTii B T13

11.00 ′,   19

25

'′

   !4 , l5

29

′′   27

13.30 ′'  20 22
'′

   23 24 28 30 31

第 2日

7′・・・′
′
30

9.00 lt 92 33 35 36 37 38 ,$e G T39 G T40
12.00 40 ′′   41 ′′   42 '`  43

′′  44

第3日

7/3!

Bl｀ 44 45 G T45 G T46

'′

   46 ′′   47

学 校 対 抗 表 彰 式

12.00

15 00

8.30

9.20

10.10

第 4日 li.00

11.50

12.40

8/1 i3.30

:4.20

15.!0

16.00

BD: BD2 BD 3 BI)5 BD6 BD:81 B D19 B D20 B D21

,7     7 8 9

′′   !5

′′   ,0 ′' 1, 12

29

′′  22 ′′  24

28

′′   25

13 !4 49

,7  30
'′

   31 ′. 32 ′,  33 ′,  34 35 50 ′′   52 ′′ 53

36 37 ′'  38 '′

   39 l,{0 41 54 ,56 ′′ 57

′′   42 43 44 45 ′'  46 ''   47
′
'  58

′
'   60

′
'   48

′′   61 tl 62 ′'  63 ′'  64 71 73 74

′
'   65 66 67 68 '.  69 70 75 76

′′   77 ′′  78 ′,  79 480 ′
'   8: 82 83

'r 85 ′′  86 ′
'   87

,7   88

第5日

8//2

8.30 BS BS2 BS 3 BS4 BS 5

′′ ::

BS 6 BS:8 BS,9 B S20 B S21

20 ′′ 7

:3

′′    8 ′1    9 ′,   10 ′′   12 t! 22 t, 23 ′′  24 tl 25

10.10 ′′  14 15] , 16 ′′   :7 ′′  29 ′'   26
′
'   27

′′   20 ′,  49

11.00 ''   30 , 3t 33 ′,  34 35 ′′  50 ′'   51
′′   52 ,53

il.50 ′
'   36

t97 ′′  38 ',   39 ′′   40 ′′   4: ′′  54 ′′   55 ,7  56 l5l

12.40 42 ′′   43 ′'  44 '′

   45 ′′   46 ′′   47 '' 58
′′  59 60 71

13 30 48 61 ′, 62 ′′   63 ,r 6{ ,′   72 ′,   73 ′′  74

14.20 ′′   65 ′′  66 67 ′′   68 ′′   69 ′′  70 75 ′′  76

16.:0 77 ′'  78
′′  79 ′'   80 , 8t 82 83 ,81

16.00 ,85 86 ′
'   87

′,   88

第6日

3//3

9.00 B D89 B D90 G D9i Gl)92

!0.00 ′
'   9: 93

!1.00 B S89 B S90 C S91 C S92

!2.∞ 91 ′′   93

i3.30 日 式

V

ー

26

第  1 会  場  (葦 陽 高 校 )

BT:2

′′   26

34

9.00

BD4

16 17 26

23

27

,7   51

''   55

,7   59

,7  72

84



▼

第 3会 場 (城市中学 ) 第 4会場 (属 取会場 ) 第 5会場 (福 山商業｀ 第 6会場 (向 ケ丘中学 )

ll 12 13 14 15 16 :7 18 !9 20

BT 7 GT CT 2 GT 5 GT 6 GT 7 GT9 GT,0 GT:, GT!3 G T14

GT 3 ,7    4 8 21 ′,  22
'′

   12 ,25 26 16 ′′   29 ′,   30

′′   ,8 20 ',   23 ′′  24 t28 , 3t ′'  32

33 34 ′′  35 ′'  36 37

′′   4: 42 43

CDl GD2

′′    5

GD3 GD 8 GD9 GD,0 G D16 G Di7 G D18 G D24 C D25

4 ′′    6 , ll ′′   :2 ′′   i3 ′′   :9 20 21 ′′   27 `′
   28 29

′′    7 , 8t 32 ′′   :4 ′′   :5 39 22 |′   23 ,7  47 30

′′   57

′,  55 1'   56

,′   33 34 ′′  35 40 42 ′′  48 ′′  49 50 ′′  58 59

36 ′′   37 38 43 ′′  44 ′′  45 51 ′′  52 ,, 53 ''  60 61 .,62

′′   63 1,  64 ′′   46

,69
′′   67 ,68 ′′  54 ′′   71 ′′   72 75 ″  76

′′  65 ′,   66 70 73 ′,  74 77 り′  78

79

87

′,   80 ,′   81 I82 ′′  83 ′′  84 ′′   86 ,86
88 ′′   89 ,90

CSl CS 2 CS 3 CS 8 CS 9 C S10 C S16 CS,7 C S18 C S24 c S25 C S26

′,    4 ′′ 5 ′′    6 ′′ :: ′'   12 ′′   13 19 ′′   20 ′′ 2: ′′   27 ′′  28 ′′   29

′′ 7 ′' 31 ′′  32 14 ′′   :5 ″  39 ′′   22
'′

   23 ′′  47 ′′   30

′′   57

′′  55 ,,   56

′′  33 ′7   34 ′′  35 40 ′′  41 ′′   42 ′′  48 ,{9 50 ′′   58 ′′   59

'′
  36 ,,   37 ′′  38 ′′  43 ′′  44 ′,  45 ′′   51 '′

  52 ′′   53 ′,  60 t, 6t ′′   62

63 ′′   64 46 ′′  67 ,68 ′′  54 ′′   ア! ,, 72 75 "76
′′  65 ′′   66 ′,  69 )t 70 ′′  73 ′′   77 78

′′  79 80 ′' 81 ′′   82 83 84 ′′  85 ′,   86

u87 ′′   88 ′′   89 ′′ "

(1)

(2)

(3)

(4)

会場に到着 したら進行係に届出ること。

定刻30分前までにオーダー提出のこと。

定刻に遅れた場合は棄権 とみをします。

進行上、コー ト及び試合時間を変更する場合 もありますので進行係のアナウンスに御注意下さい。

27

21 22

GT:5

′′   :7

′′   !9 ′′   27

,7  38

G D26

′′  4,

′′  74
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スポーツ用品のデパート

Ⅲ 書薔
スポーッ店

本店

支店

福山市元町 (宮通 り)

T E L23-1795。 1799

福山市御門町

T E L22-1895。 23-1956

代表取締役 橋 本 角 市
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女  F l」 体  の  部 (48チー ム )

1新 潟 青 陵 高 (新

2下  関 南 高 (山

3親 和 女 子 高 (兵

4那 覇 商 業 (沖
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ヂ t 桑田株式会社
取締役社長 桑 田 義 也

本社 福山市北吉津町854
分室 福山市駅前センイビル

T E L22-5500代
)

T E L22-3535

32
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無結節網・線網

名| ナイロン・ テトロン・クレモナ・サラン

ポリェチレン (ハィゼックス)。 エンピロン・綿糸

繊   維

漁 業 用 綱 各 種

スポーツ用網各種

建築用ネット各種

農業用ネッ ト各種

営 業 品 目

定置綱・ 旋綱・ 底曳絹・ トロール綱・ パッチ綱

養殖綱各種等

ゴルフネット・ テニスネット・ ′`レー,パスケツト綱

ピンポンネット・防球ネット等

落石防止綱・ 建築用安全ネット及び養生ネット・ 連光ネット

紅茶綱・蘭草綱・ 防風ネット

⌒

遜藝,日東製網株式会社福山工場
取締役社長  ′j、  林  政  夫

福山市新涯町ル101番地の 1
電話 福山 (0849)53-1234(代表)

本   社
福 山工場

嵩 岡ェ 場

大阪営彙所

下関営業所

礼幌事務所

石な事務所

長崎事務所

東京都港区新橋 2丁目
"番
15-701号 新橋駅前ビル

広 島 県 福 山 市 新 涯 町 ル 101番 地 -1
■ 山 県 高 円 市 内 免 2丁 目 4番 1号
大阪市北区芝田可 63番 地の 1全 日空ビル 9階

下 関 市 大 和 町 5貿 易 ビ ル 3緒
札幌市北四条西 4丁 目 1ニ ュー札幌ビル 7躇

富 城 県 石 巻 市 円 脇 町 1丁 目 3番 14号
長 崎 市 大 黒 町 14-5長 崎 ビ ル

電話

電話

電話

東京

福山

高岡

大阪

下関

+し ,,こ

石巻

長崎

代表

代表

代表

代表

2474

代表

6  5

6 8

(572)

(53)

(22)

(372)

(66)

(23)

(2)
(26)

5376番

1234番

2474番

0991番

3751=;

180011

01番
23番

話

話

話

話

電

電

電

電



男‐子・イ国人 夕
・プルスの部 (92名 )
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田・4ヽ反

藤・菅

谷・池

本 53

本 54

丼 55

野 56

本 57
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i 野 (高松商・香川

松 野 (宮城工・宮城
山 崎 (小倉西・福岡
安 田 (木更津・千葉
佐 野 (吉原工・静岡
・■志富 (邦覇商・沖

坂本 (堀 越 。東 京 )
兼 森(柳井商工・山口)
山 田(金沢市工・葛川

斉 藤(専修北上・岩手
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・森 田 (茨 木・大阪 )

(生 野・大阪 )
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松 蔭・愛知 )
川口工・埼玉 )

金沢市立・石川)

明 善・福 岡)田 中・島 口58

伊勢工・二重)奥 田・松 田 59

花巻農・岩手)桜 田・淵 沢 60

院・東京)浅 見・大和回 61

仙

"・

宮城)阿

長浜商工・滋賀)前

柳井商工・山口)堀

日口林工・大分)利

天 城・岡山)岡

(小松島西・徳島)松

鹿児島・鹿児島)三

日大山形・山形)遠

部・岩

田・島

江・友

光・坂

本・庵

宅・坂

山・檎

i用 48
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弘 50

口 51
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13殿

14柴

15大 久

子 (鴨 :斤・京都

平 (川内・鹿児島

野(栗山・南北海道

摩 (日 和佐・徳島

16伊藤・杉之原(福山電波工・広島

橋 (前橋商・群馬
θ
78

子 (北越商・

田 (備 南・岡山
上(山形市商・山形

藤 (岐阜東・岐阜

山(長浜商工・滋賀|

口 (石 橋・栃木 )

札幌東・南北海道)北 村・佐藤 62

新 潟・新潟)冬 頭、杢 間
63

(北 川工・広島)平¬‖・大 下
64

年
・

2´ 1■
石 橋・栃木)海老原・田 イ中65

金

前

今

戸

木

園

田

保

17高 橋・高

18若 林・金

19鶴 沢・平

20長谷川・浦

21岩 田・後

22稲 垣・市

23伊 沢・田

24手

25玉

26榎

27桜

28中

29

30小 林・

31伊勢・宗

32東 浦・

33大 下・

34斉 藤・

35官  '‖・

38上

39角

40神

41山

42梅

本 (境港ユ■ 鳥取 )

田 (高知商・高知)

北 (甲 南 ‐兵庫
内(日 田林工・大分 )

本 (川 ロエ・埼

■

田 (須 坂・長野〉

(帯広農・北北海道
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瑳 浦・長崎)江
松江北・島根)南

奈良商・奈良)近 _

須 坂・長野)小

日経大付・秋田)

那覇商・沖縄)比

桐生市立・群馬)山

倉吉工・鳥取)安 達・上 回82
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飲むたびに

さわやかなのは
コーークだけ

スカッと さわやか コカ・ コーラ
山 口■ コ カ・ コ ー ラ ボ トリン グ 株 式 会 社
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さわ や か なお い しさが

み ん な に好 か れ ます。

ジ ン と しみ とお る快 い刺 激 は

コカ・ コー ラ だ け の もの。

コカ・ コー ラ が楽 しさ をい っ そ う

も りあ げ ます。

コカ・ コ~う とコーク
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女 子 個 人 ダブ ル スの部 (94組 )

1塚 田 .大武 (下館第二・茨木
な

2小山田・佐藤(帝広大谷・北北海道
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3今 野
4高 崎
5能 九

6高 井

7西  川
8木 村
9川  島
10人 江

11城 間

24児 玉
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36片  岡
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16大

17鈴
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田 (青 陵・新潟
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18大久保・大住(善通寺第一・香
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19岩谷・工藤(弘前学院聖愛・青森
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 口・藤 田 (成安女・京都

21小 沢・長谷川 (掛川東・静
22保 坂・武 井(甲府湯田・山梨 |

23本  田・中 谷 (高円商・富山

(勝 山・福井)稲 木
(川 内・鹿児島)小 倉
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日和佐・徳島)由岐中

(江  別・南北海道)渡辺
真岡女・栃木)豊 田
崎商・長崎)兵 働
金沢商・石川)高 野・

26福 元・稲 森 (鹿児島・鹿児島
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28池  田・橋 本 (親和女・兵 庫

"佐
々木・伊藤 (敬愛学園・秋田

∞草 野・内 山 (長崎商・長崎
31矢 島・若 林 (岡谷東・長野
32矢野原・岡 (字治山田・二重

33青 木・富 井 (彦根西・滋賀
34岡 石・向 井(清水ヶ丘・広島
35鈴 木・中 国(淑徳学日・東京

・西 田 (松山商・愛媛)

光 畑 (山陽女・岡山
滝  (小松島・徳島

葉 (千 晟・岩手
谷 (下関南・山ロ

(九州女学院・熊本

松江家政・島根)村 松・石 原69

敬愛学固・秋田,佐 藤・嵯 崚 70

員 弁・二重)後 藤・杉 山71

那覇商・沖縄)イ中 村・高 良 72
平塚商・神奈川)金 子・吉 原 73

葦 陽・広島)平 盛・織 田74

東大阪・大阪)平 山・柴 山 75

和学院・千葉)倉  '1・ 前 田78
九州女学院・熊本)り 1地・安田79
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つねに 躍 進につ ぐ躍 進 .′

快適な旅を 未来へ伸び る

Jaft-7 東 急観光

“楽 しい旅 をいっそう楽 しく"を

モッ トー として、 く東急観光〉は

すばらしい旅づ くりに努力 してい

ます。

国内旅行 はもちろん、海外旅行、

さらに未来は宇宙旅行 まで…旅の

ことなら、 どんなことでも、 く東

急観光〉にお気軽にご相談 くださ

ぃ。全国を網 らする完べ きなサー

ビス・ ネ ッ トには、ベ テラ ンぞろ

いの係 員が待機 、いつ で もあなた

の よ きア シスタ ン トとして、規切

で、迅速 で、正確 に一ゆ きと。どい

たご案 内 をいた してお ります。

ヮ蹟し″ヮ機″″s"″形
`L′

メaz′

東 三 観 光
福 山 営 業 所

広島県福山市東桜町 1番 1号

電話福山④3080・ ⑬4850
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1水野 珠好 (宇治山田・二 重

2高橋 道夫 (専修大北上・岩手
3荒原 幾夫 (川  内・鹿児島

4神戸  照 (藤   島・・福 井

5友弘 純次 (柳井商工・山 口

6玉川 克利 (高 知 商・高 知

7滝本 清二 (新  宮・和歌山

8杉 田 秀夫 (那 覇 商・沖 縄
9相沢豊 (東北工大電子工・宮城

10相 川  進 (金沢市立,石 川

11岩崎  茂 (桐 生 商・群 馬

12井上 直樹 (甲 府 商・山 梨 )
13坂本 i斉斉 (福山電波工・広島)

14中 島 真― (―  条・奈 良
 ヽ′中瀬 幸記 (江 別・南北海道

、ノ島田  哲 (明  善・

17古郡 文博 (富  士・

18国所 光男 (日大山形・
19下島  修 (伊 那 北・
20荒井 裕史 (茨  木・
21岩崎 保博 (鳥 取 西・

22横山  誠 (松 山 商・

"高
橋清 (関東学院六浦・
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一祝 全 高校 総 体

旅行のことならなんでもご相談ください

全0本観光株式会祗

主な」韓 所

東 京 都 内

大 阪 市内

■ 国内・海外旅行のご案内あっ雄
■ 各種輸送機関の乗車券類委託発売
■ 国内・国際線の航空券委託発売 .
■ ホテル・旅館のご案内及●予約手配
■ 両替業務 (外国通貨 )
■ 損害保険代理葉
口 各種催物の入場券委託発売
口 写真撮影及′写真機材料の販売
■ 旅行関係用品の販売
■ その他旅行に附帯する業務の取扱

JAPAN TO)URIST SERViCE

東京都中央区日本格通 3丁目8

TEL(272)1421(代 表)

釧略・札幌・―の関・仙台・宇都官・水戸・桐生・前橋・千葉

横浜・長野・金沢・名古屋・名古屋栄町・京都

姫路・和歌山・福知山・岡山・福山・高松・高知・広島・八幡

福岡・長崎・別府・鹿児島

本   社

―…………………義営業 の ご 案内――…………………

■ 旅行あっ旋業法運輸大臣登録第57号
■ 日本国有鉄道団体乗車券委託発売
■ IATA(国 際航空運送協会)会員
■ PATA(太 平洋地域旅行業者協会)全員
■ JHT(日 本ホテル協会)会員
■ 日本旅行者協会々貝
■ 日本観光協会々員
口 日本観光協会々員
■ 国際観光振興会々員
■ 大蔵省両替商
■ JATA(国 際旅行業者協会)会員

海外旅行からハイキングまで

F
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女 子個 人 シ ン グル ス の部 (94名 )

1水谷 久子
2佐々木悦子

3福田 和子
4堀川栄美子

(員  弁
(高 知 商

(平 塚 商

(青  陵

7宮城 洋子
8木村 成子
9谷口きみ枝

lo今野 洋子
11高井 敏子

重

知

川

潟

奈

三

高

神

新

手

島

川

庫

岡

馬

山

0 71

0

85
(

90

′ 77

′

今 治 北・

大 阪)
愛 援 )
岩 手 )
石 川)

及川 息子48
黒崎あけみ49

山浦まつ子 50

竹本 悦子 51
三島 邦子 52
高江州増子 53

渡辺加代子 54

込山早百合 55

平山 泰子 56

森田真理子 57

鈴木 悦子58
坂本 妙子 59

後藤ゃょい60

徳毛 典子 61

村田 悦子 62
稲森 育代

“金子 幸子 64
赤沢ひろ子

“鈴木 清子 66
竹中 礼子67
森田さなぃ68

高橋 由美69
嶋
"1 
明子 70

丸山 富江 71

漆畑ひとみ79

久保田嘉代80

佐々木淑江81

上野 福美82
稲木 秀子83

7

阜)

京)

島)

歌山)

岐

東

福

和

女

徳

女

陽

田
　
　
松若

5小山田いく子(帯広大谷・北北海道
6入江 京子 (松 江 商・島 根

(知  念・沖
(昭和学院・千

(成  安・京
(鶴 岡 北・山

(敦  費・福

商・沖 縄 )

大 阪・

江 別・南北海道 )
甲府湯田・山 梨 )

●33

2

c35
|

０

）

ι

縄 ヽ

都

形

井

■

64 8

19

87

２

　

８９

12永沢 恵子
13平盛 芳江
14小西 幸代
15池田 美和
16畠山 年子
17根岸 節子
18児王  祥
19失幡 敏子
20沢野 容子
21塚 田つや子

22佐藤ツギ子

23杉本 美則

36林 明 美
37中谷 節子
38小沢 泰子
39柳村由紀子
40兵働小夜子
41中田美為子
42梶原 和子
43松林千鶴子

44赤上 悦子
45朝倉 富江
46片 岡ゆみ子

47工●美佐江
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(w fi.*
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(添  上・奈
(高 岡 商・富

(静岡城北・静

(柳 井 商,山
(長 崎 商・長

(淑  徳・東
(松 山 南・愛

(九州女学・熊

(川 口 女・埼

(倉 吉 西・島

(大  津・滋
(平  商・福

厩

二水

扇  城・
勝  山・

安 女・

鹿 児 島・

塚 商・

園

士・

田学園・

愛学口・

■)

島)

都)

児島)

奈川)

川)

城)

潟)

カ

口 )

賀 )

岡 )

静 岡)
兵 庫 )

秋 田)
大 分 )
福 井 )

4

7

為

員  弁
福山葦陽

三

広

京

鹿

神

香

官

新

茨

山

滋

福

5

Z

女商

綱

陵

二

南

津

商

第

川

本

国

知

　

梨

城

阜

島

野

阪

島

森

木

青

下 関

門 司

C 67

σ
8:

,3

00

山

宮

田

綱

湯府甲

尚

り

よ

と
　
つ

み
　
は

坂

田

保

池

26小椋けい子 (■日女子・岐

27由岐中三代子 (日和佐・徳

28矢島 豊子 (岡 谷 東・長
29河内 淑子 (薫  英・大
30須田 敬子 (葦  陽・広

´
‘

2

名 寄・北北海道)大田真知子 72
崎 商・長 崎)坂 ロサエ子 73
千葉学口・青 森)高橋 範子74
岡 女・栃 木)豊田 敏子 75
山 陽 女・岡 山)光畑 直美 76
土 佐 女・高 知)水野 博子77
川 口 女・埼 玉)阿久美夫佐子78

ψ

青

栃

前

女岡

弘

真

子

子

文

代香

日

本

吉

橋
と

33田村 静子(札幌静修・南北海道

“

福元喜代子 (鹿 児 島・鹿児島

35西川多佳子 (新  宮・和歌山

2

0

良

山

田

口

埼

京

援

取

島

2

高 岡 女・富 山)

条・奈 良)
高 蔵 女・愛 知 )

南・山

渋谷真理子84

北条 往代 85
牧  節子 86
柿崎きち子87

松村ときゑ

“中台 優子89
峰村 令子∞
佐倉 千明 91
小谷野直美92

尾崎ますみ 93

江崎 真理 94

松江家政・

昭和学院・

野 西・

清水ケ丘・

小松島西・

九州女学院

形)

島 根 )

千 葉)
長 野)
広 島)
群 鳥)
徳 島)
・熊本)

0

つ
く′
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あなたはこの中どれをお使いですか

日本でバ ドミン トンに必要な全製品を製

造・販売 しているのはヨネヤマだけです.

しかもラケット,シ ャ トルコックは業界

最高の品質 と量産を誇 り,海外にもどん

どん輸出されています.ブ レイヤーの皆

さまのために研究開発されたこれ らの製

品はどれをとっても最高のプレーを約束

して くれ るものばか りて'す .

ヨネヤマを選べば心配はいりません.

写真左上から 0)プレス ●″ット張工■ OY・ S.Sシャトル
・ホ■球 0ト レーニングコック・曖ヽ球 0キ ャリングケー

ス 0ガット 0ラ ケット ●ミニスカート・ プリーツ 0)ミ
ニスカート・ フレ7(lo,ス ポーツクャツ (H)シ a― トパンツ

02)ス
'"―
ツソックス (13)′ ド`ミントンシューズ

バドミント瑚品はヨネヤ7 1
株式会社ヨネヤマラケット 東京都文京区湯島3丁目13番 5号  TEL(834)44“ (代 )
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―

▼

選 手 名 簿 男 子

ヽ
`

夕

］ 名
監 督 、 コー チ
マ ネー ンャー

人

員 手 名

泉  佳希 3
小
"1 
秀夫 2

秋田

森下

司 3

稔 2

L田

野原

勉③ 佐藤 正人J
邦哉 1

伊勢

加藤

寿文 3

憲+3
宗広

石原

直行 3

千11美 3

北海道

|ヒ

北海道

2

南

留  蒻  高

帯 |

帝 彦

広 農 高

:三 条 高

岩

高

伊

ホ

ｔ

興

,品

1
美富

賢

ャ

江  別  高

札 幌 東 高

栗  山  高

出 渕
飯 田
滝 沢
平 沢
佐 藤

精

哲

イ言

多田

野村

孝雄 3

1●美 2

中瀬

岩田

幸記③

t次 2

.1‖
|

高 |「

孝行③  樺沢 英
~3

聡 2

北||

柴 |:1

優明 3

充 3

佐藤

今野

;表 3

研司 3

青 森

高

高Ｌ

前

～
・
椰

弘

弘

市

佐

田

横

木

'II

藤

嗜1

山

+寸

＋

夫

繁

●

則

和

和

　

正

常

二
"1原
勝義③

成田 光男 3
新内

斉藤

須藤

ホ城

義明 3 高谷 秀昭 3
保博 2

世水 明男 3
外崎  孝 3

宮崎

小野

雅秀 3

友久 3

岩 手

専修大北上高

花 巻 農 高

祐

進

貞

島

橋

橋

田小

高

高

熊谷

佐藤

桜田

徹③

達昭 2

直美 3

斉藤 議一③ 高橋 道夫③ 小田鳥孝幸 2
高屋敷一夫 2

渕沢 一春 3

宮 城

宮 城 県 工 高

`山

 台  高
東北工大電子

「:」工

男

治

雄

紘

貞

良

文

橋

岩

海

浦

高

白

熱

三

小関

関本

阿部

相沢

松野

鈴木

岩渕

利二③

稔 2

光男 2

和

勲

豊

日日

秋  田

秋田市 立 高

秋日経大付高

三

司

雄

夫

龍

祐

責

芳

塾
「
木
山
井

官

鈴

立

沢

近江

遠藤

隆夫 3

昭夫 2

越
`ち

ι重春③
保坂 次雄 2

L井 英道③ 安藤 正志 3
字佐美勝雄 2

菅 美津儀3 菅  秀毅 2

山  形

日大 山 形 高

山形市立商高

一　
治

一　
男

喜

慶

義

松

梗

藤

村

野

桔

後

中

矢

遠藤

lt野

好男③

文雄 2

田所

佐藤

光男③

欽也 2

伊藤

折原

政巨 3 佐藤 幹男 3
英蔵 2

長谷
"1 
誠 3 浦山  潔 3

福  島
福 島 商 高 和

男

，

祐

幸

正

部

浦

藤

阿

三

斉

斉 藤

・ ',i

勝③

試 3

丹治

高橋

松 i③

吉夫 3

安増

菅野

秀夫③ 樋口 政秋③
孝 2

栃 木

石  橋  高 紀

勇

秀

口

中

原

古

田

上

夫

則

伊沢

水田

芳郎③

晴夫 2

海老原 勝③ 田口 正規③ 田仲 広晴②
橋本 博元 1

10 1キ  馬

前 橋 商 高

夫

宏

保

夫

育
　
　
富

和

蚕

川

田

木

西

大

固

鈴

光男③

通夫 2

岩崎

小林

茂③
―行 2

桑原真一郎 3 小島 達雄 3
渡辺  稔 2

高橋  保 3 高橋  豊 3

埼 玉

"|:1工
高′定 )

高

高

原

西

松

和

小

浦

次

明

繁

夫

男

武

光

　

敏

佳

崎

沢

田

垣

暮

篠

大

千

石

小

中山 友治④
羽島 義明 2

孝男④

寛 2

和二④ 菅野 二郎④
哲夫 3

武志 3

隆

浅井

二鬼

遠藤

青柳

松本

栗原

41

|

久③

清則 2

|

|

菅野 正男 3 虻江
小野塚俊明 2

|

山ロ

内田



ヽ 県 名 校   名 監 督 、 コー チ
マ ネ ~ン ヤ ~

人

員 ,基 手 名

12 千 葉
木 更 津 高

千葉 市立 高

内 藤   武
三 浦 史 雄

高 橋 重 夫

三浦

三股

花沢

光男③

幸雄 3

幸三 3

安ロ

安藤

安斉

正一③

毅 2

哲治 3

山 口

高橋

純-3 福田 謙■ 3
馨 2

13 東 京
聖 学 院 高

堀  越  高

大 島 ―‐ 郎

内 山   ・t

浅見 初男○

堂下  昇

大和田盛久○

坂本 英之

14 神奈川

関 東 学 院
六  浦  高

横浜 緑 ケ丘

二 見 正 男

瀬 戸   孝
秋 沢 光 孝

相 '11 政 行

高橋

伊藤

清③

秀司3

広木

域所

俊―③

和夫 2

天笠

小官

雅夫 3 植村 耕-3
晃 2

岩下 明生 3 阿部 俊明 3

15 山 梨
甲 府 商 高 田 村

田 中
保 坂

博

登

実

井上

鳴田

直樹③

久伯 2

富川

雨富

―宜③ 樹原
春彦 2

一③ 井上 喜囲②

16 新 渇

二 条 商 高

中 越  高
北 越 商 高

新  潟  高

勝 見
橋 崎
五十嵐

米 田
官 腰
本 田

俊

則

雅

孝

勉

志

至

□部哲爾 3 丸山 法男3 中山 義秋 3 高橋 栄-3
芦田 正英ル 高山 隆資 2 佐藤 正弘 2

大竹  豊 3
若林  巧 3
冬頭  豊 3

令子

本間

武 3

享 2

1' 1長  野

伊 那 北 高

須  崎  高
須 崎 商 高

百 瀬 健 司

池 _1_ 芳 li
北 原 朝 男

百 瀬   節
官 脇 瑞 穂

下島  修③
倉田 明弘 2

有賀

小島

茂人 3

薫 2

小松

九山

康佐 3 失野 貴直 2
健 2

小林 敏-3
奈良沢邦夫 3

住回 康夫 3 小山  隆 3 小松 茂樹 3

10 富 山

高  岡  高

.L_ 市  高
富 山 商 高

善 光

江 尻 兼
神 初 誠
紙 谷
不 破

弘

治

幹

裕

河原山

新 田
野 村
村 西
山 田
吉 田
中 村

晴 夫
正  治
信 一

悌 二
英 彰
文 昭

lE
栗柄

敏博③

散彦 2

京田

川瀬

和男 3

)欠良52

富林

山岸

熙男③ 東
義則 2

光雄 3

谷口

草島

寛 3

正治 3 布目 茂 3

金 7'(市立ェ高

大 聖 寺 高

七 尾 商 高

浜谷

口rり ||
安裕③

正男 3

池本

村谷

和雄③

信之 2

相川

田賀

進③ 山田 繁男③
実 2

若狭

潮

和義 3

博文 2

重政

油谷

彰-3
和雄 2

本出

山出

竜谷内 均

20 福 丼

敦  賀 高

勝山精 華 高

藤  鳥  高

平 澤 行 違

原   征 之
三 宅 敏 行

工 津 武 和

畑   忠 雄

佐田 憲―‐3
千場  茂 2

笠井

大石

達夫 3

和夫 2

成官

中間

敏幸 3 沢崎
昭弘 2

町13

広田

神戸

和光 4

照 3 寺島 俊博 2 三田 浩二 2 喘田 伸行 2

昌

吉 原 工 高

内 田 寿 夫

中 喘 鎮 也

佐 野 義 之

中 田   稔

占郡

島回

文博③

文彦 2
植.田

熊 E

政良③

恒博 2

山口 達明 3 佐野 時男 3

後藤

小林

政博 3 小野田照彦 2
正仁 2

N

′

ー

・

）
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19 石 川 芳彦 2 若村  修 2
和幸 2

21 静 岡



、Ⅲ′

No 県 名 性 名

名古 屋 電 気
工     高

愛 知

名古屋大付高

松  蔭  高

11督 .コ ー チ
マ ネ ~ン ャ ~

堀 尾 ,奎 也

=橋 一 夫

中 井 啓 一

人

,:
手 名

稲Ⅲl

加藤

藤村

岡田

清-3
1吾 2

和夫 2

勇 3

寺倉

長江

道夫③ 富田 清仁③ 森川三津夫②
新人 2

小
"反

丼  武 3

22

23

伊 勢 工 高

菫
|

|

|

字治 山田高

明  野  高

永 谷 貞 夫
世  古   宏
井 坂   弘
松 村 克 彦

奥田

東浦

水野

橋瓜

良平③

秀二②

珠好 3

伸雄 3

松田 宗一③ 安田
奥野 省三② 磯部

元紀 3 西田
善司 2

隆 3

24 餃  阜

崚 中 東 高 野 村   博
河 田   満
増 田 元 晴

岩田

亀山

昇③

正美 2

後藤 路広③
安田善始郎 2

足立

中野

守男③ 川浦 正春②
開正 2

25 滋  賀
長 浜 商 工 高 市 り11 純 雄

稲 垣 秀 雄
|

7 前田

中川

光好③

吉久 2

島津

寺田

正男③

光雄 2

稲
'B
清水

秀雄③ 市山 和男③
進 2

26 京  都

鴨  :" 高 坂 _L
岡 田
和 国
佐々木

安 彦
佳 万
寿賀子

やよい紫 雲′ 高

山崎

小島

実 3

文雄 2

高木

小林

哲郎③

正幸 3

↑ r

曖
真③ 梅本 孝雄 3
昇 3

2, 大  阪

茨 木

野

1葛 坂 田 治 夫

武 市 京 二

丹 原 雅 夫

|

生

中村 洋一③
深尾  進 2

森旧

風巻

ヤ男③

l「 史 2

サll中

前野

正浩2 荒井 裕史②
次信 2

三宅 寛司 3 坂本 和夫 3

20 兵 庫

甲 南  高

神 戸 商 高

官 田 靖 国

藤 解 信 一

松 原   宏
吉 持 節 夫

7 根田

郭

省Ю

栄洲 2

阿部

吉田

信行 3

和正 2

今北

松原

基達③ 野口 託男 2
宏 2

小出 道夫 3 植月 健郎 3

奈 良

天  理  高

一  条  高
奈 良 商 高

大 '||

吉 川
河 野
松 尾
服 部

昭 雄
寿 治
道 治
良 行
昭 次

L野

中畑

利三③

敏夫 2

浜野 幸二 3
伊勢谷春海 2

道次3 岡田 昇久0
龍造 1

中島

近藤

真-3
品紀 3 水川九洋 3

和歌山

新  官  高

大  蔵  高
吉  備  高
御坊 商工 高

林     正
荒 尾   庭
山 東 幸 司

久 米 三 徳

宮 本   lE

滝本 清二③
山田 米造 1
赤山 秀人 3
中尾 和行
岡島基一朗 3

仲 義和 3 増固 定雄 2  小西 ―光 2

楠戸

大家

春則

明 3

31 鳥  取 倉 吉 東 高
鳥 取 西 高

境 港 工 高

山 根   怜
山 口 修 身

宮 本 芳 夫

山 本 拓 男

小 林 綸一郎
湯 本   鋼

■ | 進③

恵 2

上田

川本

寛③

辰己 2

山崎

横山

厚夫 3 山本 修吾 3
裕史 2

秋田

岩崎

手鳥

俊-3
保博 3

克利 3 松本 誠 3

32 島  根

松 江 商 高

松 江 北 高

小 林   茂
広 政 敏 明

藤 原 建 次

本 田   薫

山蔭

塚本

敏宏③

晋 2

細木

山本

勝③

真司 2

南木 憲治 3 坪川 享史 3

岩田

山崎

-2 安東 秀人 2
定利 2

43

小倉  謙 3 奥田 降男 3

2

中谷

金田

倉 吉 工 高



",
校  名 枝  名 監督、コーチ

マ ネー シャー

人

員 ,:: 千 名

3, 岡1 山

倉 敷 工 高

備  南  高
天  城  高

小 原 健 吾

堀 口   猛
三 木 福 一

高 田 浩 二

平松 重吉③
谷野由喜男 2

鶴沢  修 4
岡本 英人 3

安藤 佳道 3
片岡 ′忠明 2
平田喜久夫 4

庵谷  責 3

阿辺

大嫁

健二 3 斉藤 散行 2
繁雄 2

34 山  ロ
柳 井 商 工 高 武 本 雅 勇

=浦 捷 治

堀江

花岡

和一③

知 3

友弘

井本

純次③

照夫 2

中原

利行

清隆③ 兼森 忠夫③
好男 2

35 徳  島
小松 島西 高

日 和 佐 高

杉 本 福 美

池 田 主 子
仁 木 義 顕

松原 利行③
笹田  治 3
大久保雅郎 3

米沢 裕文③ 記野 良次3 金沢  稔 3
喜多条 治 3
戸摩 耕介 3

香  川
高 松 商 高 地 下 義 文

浜 崎 文 雄

開   洋 二

吉
"|
高尾

和孝③

博 2

_LI支

岡田

豊③

博美 2

三野

口井

修二③ 松田 重喜③
三和 2

37 愛  緩

松 山 商 高

松 山 南 高

池 内 長 良

柳 原   紘
松 本 順 子

松 井   忠

横山

稲丼

誠③

逸雄 3

橋本

門田

豊③

勝利 3

小西

水井

隆男3 横田二三男 3
龍夫 2

仲岡 洋-3 自石  務 3

03 高 知

土  佐  高

高 知 商 高

須  崎  高

西 本   真

中 '|1 僣 清
見 元   等

中山

竹内

吉松

吉岡

憲康 3

宏 2

幸夫 3

和夫 3

沢口賢三 3 田口敏彦 3 島田
田代  豊 2 安藤 知史 2
近藤 祥-3 王

"1 
克利 3

紀雄 2

浜田 幸男 3

39 福 岡

明  善  高

小 倉 西 高

今 村 正 道

三 原 邦 吾

坂 田 和 隆

田中

国武

竹内

賢一③

千秋 2

茂 2

島田

山崎

哲③ 桑野 隆裕 2 矢野 大策 2

伸-3

40 長  崎
政  浦  高

長 崎 東 南

中 里 克 彦

奥 村 隆 之

泉   克 弘

.L島

大東

榎本

直樹 3

歳文 1

■夫 3

,Iロ

佐藤

前日

誠一③

彰 1

健児 3

岩切

大窪

政己③ 一ノ瀬 通 2

淳仁 2

41 熊  本
熊本商大付高

熊  本  高

本 郷 節 生

山 下 直 英

末 田 修  一

西本

築山

角田

孝③

元博 2

義信

大田黒敏朗③

加治屋博文 2

杉山 新治

」し
'||山下

晴義 3 出口 憲-3
直英 2

42 大  分
日田林 工 高 工 藤 喜 一

佐 藤 紘 一

桜木

熊谷

隆③ 武内 光春③ 利光  孝② 坂口 十年②
光芳 2

43 鹿児島

鹿 児 島 高

り|1  内  高

別 府‐   照
藤 本   滋
池 田 兼 一

三善

塩田

殿園

勲③

恒裕 2

久雄 3

厚石

坂ロ

前平

博美③

和敏 2

照幸 3

岩元

松窪

荒原

文夫  湯地 正信 3
徹 2

幾夫 3

沖  縄
那 覇 商 高 仲 村 寛 市 杉田 秀夫③ 宣志富紹英③ 比嘉 盛二 2 大城 周 ②

45 広  島

福山電波工高

薫  陽  高

北 川 工 高

斉 藤 宏 司

山 口 卓 志
坂 本   博
豊 田   覚
松 尾 恵 祐

諸水

伊藤

大下

金子

平川

敏雄③

健一②

和夫③

重喜 2

幸雄 2

山口  清 3
坂本 智行 2
前田 哲男③
花谷  明 2
大下―‐二三 2

坂本 済斉③

杉之原政人②

佐藤 公信 2

掛 谷

前田

豊 3

巧 2

・

）
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選 手 名 簿 女 子

.ヽ_ 県  名 校   名 監 督
｀
コー チ

マ ネー シャー
人
員

北 日本学院大

高 校 女子部

佐

菊

労

南

森

藤

池

川

三 和
真 晃
君 枝
武

精 一

7

名  寄  高
帝 広 大谷高

1

2回

江  別  高

札 幌 静修 高

西 沢 良 夫

口 村 博 可

積 山 俊 之

7

1

弘 前 学
聖  嚢

院
高

高

高

菅 野 真喜子
小 泉   洋
禅  真理子
横 山 正 三

加 藤 治 郎

5

弘  前
千 葉 学 園

1

2

11_ 手 名

北海道

由利 邦枝③
木崎真知子 2

石橋千代子③

石平 幸子 2
木村

鈴木

朝子 3 ●本 清美 3
寿江 2

大 田真知子 3

小 山田い く子 3 佐藤 繁子 3

北海道

南

渡辺加代子③

桟敷 真理 2
田村 静子 3

宮川

安本

民江③

幸子 2

平尾 克子③ 高野三千子③
佐藤真電子 2

長谷川るみ子3 木内美知子2 岩谷 承子③
ェ藤 牧子③ 長谷川幸紀 3

吉 田 文子 3
高橋 範子 3 松阪 悦子 3

青  森

4 岩 手 千  蔵  高 鈴 木 龍 助
鈴木

金令

悦子③ 水沢 恵子③
芳江③ 遠藤 栄子3

小野 洋子③ 千葉きよ子③
谷日かつ子 3

尚桐女学院高

5 宮 城

第 二 女子高

渡 辺 紘 一

滝 沢 順 子

阿 部 美佐子
加 藤   豊

鈴木 清子③

東海林ひろ子 2

相沢真由美 1

細谷 尚子 3

池田はつよ③ 吉
'll 
三枝子 2

鈴木 京子2 高橋久視子 2

佐藤 洋子 3

秋  田 敬 愛 学 固 高

新 庄 南 高

山  形

鶴 岡 北 高

脇 坂 安 隆

鎌 田 充 子
鎌 田 恵美子

7

菅 野
奈良間

星 川
田 中

悦 正
信 剛
すみ子

稔 一

7

2

二 瓶 健 7

永 井 祥 2

中 +寸 淳

登

7

横須賀 2

佐藤ツギ子③

中国 良子3
佐々木淑江③

石
"1 
答子 2

伊藤さつ子③ 嵯峨 愛子③
嫌田 節子 1

柿崎きち子③

岡村るり子 2

早坂

甲州

照代③

香 2

伊藤

佐藤

敏子 3 名和 和子 2
文子 2

今野 洋子 3 今野 志保 3

相  島

若 松 女 子 高

平  商  高

山浦まつ子③

小沼八重子 2

工藤美佐江 3

中丸

宮本

鈴木

京子 3

理技 2

葉子 3

山内美息子3 宗像 裕子③
鈴木みち代 2

塚田つや子③

桧山 和枝 2
菊池 孝子 3

大武 愛子③
山中 房子 2
森田さない 3

板橋

岩本

美江 3 大川恵美子 2
好子 2

広沢 功子,
桑原 チヨ3

豊回 敏子③ 黒須せつ子3 清水シズエ③
藤回千代子③ 橋本香代子③

茨  城

下 館 第二高

結 城 第二高

10 栃 木

11 群  焉

12 埼 玉

真 岡 女 子 高

遺 井 稔 男

松 本 昭 子

今 泉 みや子

境 高

前 橋 市 立
女  子  高

新 井   威
木 村 拓 郎

加 藤 千恵子
小 栗 宣 明

|

17

12

7清 水
杉  本
田 ロ
五十里

俊 幸
準

弘 子
光 秋 3

小幡富美江 3

根岸 節子③
栗原えり子③

細谷 芳子 2
小谷野直美③ 高橋 敏江 3
高橋 道江 2

田島 聖子 3 横堀 秋江 3

江守

持 田

孝子③

和江 2

肥留川照子③

河西恵美子 2

馬場 宙子 3 岸 かす子 3
丸岡千津子 2

赤上 悦子 3 大野 立子 3 阿久津夫佐子 3

熊 谷女子高

川 口 女 子高

45
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ヽ. 県  名 枚  名
監 督 、 コー チ
マ ネー ンヤ

~
人

員 選 手 名

13 千  葉

東  京

牧

重

野 建
沢 秀
本松 文

夫

雄

子

昭 和 学 院 高

稲  岡 了 順

平 な 商 業 大 本 一 郎

吉 本 真 弓

森   房 枝
大 沢 好 子

横 浜 女 子
商  学  園

|

薬 袋   等
遠 藤 真 男

斉 藤 美恵子
甲 府 湯 日高

青陵高 佐 藤 秀 男

近 藤 泰 子

宮 本 小夜子
五十風 朝 美
後 藤 和 子

岡 谷 東 高 酒

横

藤

井 正 明
矢 正 男
岡 善 策長 野 西 高

|,

2

一
７

7

木村 成子③
長谷川藤代③

中

“
尾瀬

優―FO
和江 2

倉川千代子③ 前田 房枝③
杉野 蔵子 2

鈴木 華子○ 中田美為子○ 黒崎あけみ○ 井上由紀子○

金子

横尾

幸子②

節子 2

福田

山本

和子③

宏子 2

吉原 京子③ 小川 炒子3
清 田 ひ ろ み 2

藤根 邦子 3 平田 京子 3

保坂みとり③ 保坂万知子③
遠藤久美子② 前田 初枝 1

武井まさみ③ 込山早百合③
小野 洋子 1

堀川栄美子③

天野 広美 1
竹中

種ロ

礼子③

智子 1

大竹由里子③ 石田 康子②
岩本恵里子 1

山崎真知子 3

松 田 久美 1
市場

神回

容子 2

幸子 1

阿部 孝子 2 坂井 文子 2

14

15 神奈川

山  梨

新  渇

16

17

18

19

20

長  野

矢島

武井

峰村

豊子③

敏子 3

令子 3

山田あや子 3

浜  ル ミ子 3

林 美智子 3

若林さゆつ③ 西村 光子③
中島千恵子 2

|

富  山 |

高 岡 商 高

高 岡女子高

藤  花  高

金 沢 商 高

津  幡  高
金 沢 二水高

加 納
塚  原 孝
佐 々木 正

正

史

義

ヨヒ

西

高

ヨし

原
′
]ヽ

方

島

納

川

匡

存

紀 子
昭 栄
栄 一
優西

本 田

江尻

中村

順子③

清美 2

成子 3

中谷 節子③
小谷百合子 2

渋谷真理子 3

水木

塩崎

隆子 3 中村麻理子 2
睦子 2

山口紀美代③ 北林 幸子③
長谷 悦子2 岡田 澄代 2

岡田 素子 2 髭 美智子 2
書香和歌子 2

高野喜美代 3 前出多恵子 3

沢野 容子 3
坂本 妙子 3

21 福  井

敦  賀  高

勝  山  高

松 本 一 夫

原   征 之
田 中 よし子
善 藤 雅 子

7

2

高井 敏子 3
川上三枝子 2

石丸美津子 3

山岸たつえ 2

奥本きよ美③ 木村加代子 2
沢田喜美代 2

稲木 秀子 3 前川 晴美 2

22 静  岡

吉  原  高

富  士  高
静 岡 城 北 富

掛 川 東 高

小 林   龍
栗 田 俊 行
高 谷 妃都美
内 口 寿 夫
清 水 通 明

藤 江   稔

鈴木紀代子③

志口百合子 2

出川くみ子③

中山 真弓2
高橋

鈴木

照子 3 深瀬千代子 2
初代 2

漆畑ひとみ 2

小 沢 泰子 3
小沢八重子 3 長谷川朝子 3

23 愛  知
市 鄭 学 回

高 蔵女子高

本 間 文
各 務 通

雄

貝1

牧 節子 ③
藤本 順子 3

杉本

神谷

美則③

美雪 2

早
"1 
幸子② 石川ちづ子②

高橋真知子 2

24 菫

貝  弁  高 南   善 雄
伊 藤 利 男

佐 藤 千衣子

水谷 久子③
伊藤 和代 3

杉山ひで子③ 桟敷みな子 3
安田 啓子 3

後藤やよい③

広田千賀子 3

～

1

ヽ ′

ー

ー
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ヽ , 県 名 校   名
監 督 、マ ー チ
マ ネ ~ン ヤ ~

|

人

員
i基 手 名

|

24 ● ■治 山 田高 井 坂   弘 失野原早知子 3 岡紀代美 3

|

25 岐 卑 稿 田 女 子 高

彦 根 西 高

26 滋 賀

|

大  津  高
草  津  高

野 村   博
堀   .●  満
佐 合 美息子

小椋けい子③

高橋 清美 2
紅谷

山口

鳥子②

ネ恵 1

及
"1 
恵子② 脇田 和子②

富田真由美 1
7

7 青木 純子③
村岸 茂子 2

丹城たみ子③
藤居 和子 2

清水

中野

久子〇 富居 康子②
温子 2

l

l

片岡ゆみ子 3

嶋
"I 
明子 3

花 房 ふさ子

榎 本 彦 次

堀 江 久 子

岡 林 恒 夫

辻   正 夫

27 京  都 蔵 安女子高

東  条 イ言 由
府  岡   弘
田 村 春 美

谷口きみ枝③

大西多菓子 2

村田

藤田

悦子③

登美②

山口

陣内

品子3 宮
"I 
洋子 3

裕子①

28 大  阪

東 大 阪 高

薫  英  高

佐 藤
藤  下
松  口
中 喘

茂 雄
忠

とみ子

輝 雄

~~~T

7i

ll

平山 泰子③
井浪 榮子 2

柴山きよ子②

坂本 恵子 2
高崎 弘子② 大場 熙美②
松口とみ子 3

河内 淑子 3

29 兵  庫

親 和 女 子 高 長谷川

宅  美
藤 解
清  水
泉  川

嘉二郎

泰 子
明 洋
良 子
昌 義||1田 学 ||1高

小笠原真弓③

池田 美加②
飯田るみ子③

綺本 弘子②
坂口恵美子 3 西岡真知子 3

尾形 直子 2

久保口嘉代 3

30 奈  良

添  上  高

条  高

中 谷 矩 雄

村 城 信 隆

富 田 和 美

岡 村 隆 司

林

井村

明美③

秀子 3

女田

松本

絹子③

益子 3

中尾

高島

光子〇 目綺 久美 3
圭子 2

口中 節子 3 山上 洋子 3 北条 佳代 3

31 和歌山

新  宮  高

那  賀 高
向  陽  高

林     正
荒 尾   完
中 村   隆
鈴 木 教 雄

西川多佳子③ 堀  佳子③ 滝本美枝子 3 小日 千● 2
福井よし子 2

崎山江美子 3 島口 文栄 3
竹本 悦子 3

鳥  取

鳥 取 東 高

松 江 家 政

松 江 商 業

滝

山

オ多

′]ヽ

本 武 寛
口 静 香
山    昌
林 ,令―郎

松

星

広

尾

野

政

益  吉
牧 子
敏 明

高地ひろ子3 三島 邦子③ 石破佳代子3 山下真知子 2

大久保早宙 3

山口久美子 3

中井

松井

修子 3 朝合 富江 3
恵子 3

松村ときゑ③

黒谷 幸子 3
入江 京子③

石原

藤回

三代

啓子③

弓子 2

直恵 3

小村 節 r3 野津 孝子 3
金津奈美子 2島  根

34 山 陽 女 子 高

毛 利 清 志

前 田 俊 ―
山 上 周 之

児玉

木村

祥③

宣子③

鈴木

宮本

高橋 由美③
藤井 ぃくぇ 3

柳村由紀子 3

白野 恵子 3
中村 路世 3
釜山こずえ 3

藤谷 炒子③ 宮崎加代子 3
永田美登里 2

由岐中三代子③ 片山悦美③ 谷  春美3 野口 真見3

35

下 関 南 高

柳 井商工高

中 西 禎 二

武 本 雅 勇

徳  島 日 和 佐 高 仁 木 義 顕

47

―

倉 吉 西 高

鳥 取 西 高

岡  山

山  ロ

直美③ 光畑 直美③ 林  秀■ 3
典子3 坪田久仁子 2

36



M 県  名 校   名 監 督
｀
コー チ

マ ネー ジャー

人

員 選 千 名

36 徳  島
小 松 島 高

小 松 島西高

野 村 敏 明

桝 田 陽 子

平 岡 嘉 泰

杉 本 福 美

大西千恵子 2 丸山 光美 2 吉岡ひと美 1

貴美子 3高橋 葉子 3 滝
尾崎 ますみ 2

37 香 ,11

善通寺第一高

高松女子商高

喜 岡 恒 雄

後 藤 幸 文

高 尾 信 雄

宮武 泰子 3
竹内 芳子 3
赤沢ひろ子③

大久保知子③

山田真知江 2

小西 幸代 3

大住

川東

哲子③ 福本 幸子 3
秀美 1

38 愛  4

今 治 北 高

松 山 南 高

松 山 商 高

松 崎 雅 昭

正 岡 幸 子

松 井   忠
池 内 長 良

森田真理子③

竹之内順子 2

梶原 和子 3
片岡富美枝 3

小沢やす子③
大庭はるみ 2

中村千代美 3 伊
山内真理子 2

藤貴子2

西日 明美 3

39 高  知

土 佐女子高

高 知 西 高

高 知 商 高

勝賀瀬 健 三
池 上 千 恵

岩 崎 綱 代

畠 中 澪 義
中 '|1 騰 清

野村 節子 3
山崎 節子③

舛 水

町 田

典子③

陽子 3

水野

島崎

博子③ 小松 息子 3
昌子 1

川島 道子 3
佐々木悦子 3

西村 雅代 3

40 福  岡

明  薔  高

門 司 商 高

今 村 正 道

三 原 邦 吾

小垂葉 千息子
高 祖 正 員

能丸

高ロ

令子③

節子 2

池尻久美子③

大宝末利子 2

小野佳代子 2 馬場真智子 2
田中 典子 2

丸山 富江 3 畠山 年子 3

41 長  崎 長 崎 商 高
稲

石

田

田

川

":

勝

努

願 一

兵働小夜子③

古里 明美 2
坂ロサエ子②

淳海 洋子 2
車野恵子②  内山ひとみ②
高木 令子 2

42 熊  本 九 州 女 学 院 今 村 敏 男
江崎

松 島

真理②

結子 2

松林千鶴子②

大田美佐子 3

引地 礼子〇 安田 光世③
友永美智子3      ・

43 大  分

昭 和 女子高

扇  城  高

吉 田 信 之

田 丸 使 也

矢幡 敏子③
中島千代子 2

上野 福美3

一ノ宮和枝③ 野上由美子3 横田カスミ3

九円 茂子 3

“

鹿児島

サ|1 内  高

鹿 児 島 高

岩 下 亮 一

今 井 く ヽ
有 村   勇

別府 礼子 3
臭田 願子 3
福之喜代子 3

朝限

橋ロ

稲森

伸代③

ルリ 2

育代 3

小倉真理子③ 木場 米子 3
井上 博子 2

45 沖  縄

那 覇 商 高

知  念  高

仲 村 寛 市

仲 村 春 光

城間 菊技③
渡嘉敷桂子 3

官城 洋子 3

高江洲増子③

福本 啓子 2
仲村あゆみ① 高良 節子③

宣保 栄子 2

46 広  島

清 水 ケ丘高

福 山筆陽高

森 野 秀 夫

坂 本
豊 田

博

覚

佐倉

三見

須田

高橋

千明③ 円石 博子③
千●3 山本小夜子 3
敬子③ 徳毛 典子③
博子2 織田久美子②

白銀百合江③

川瀬のり子 2

平盛 芳江③
橋本 淳美 2

向井都志子③

沢田 直子 2

V

V
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栄 光 の あ と (個 人戦の部 )

|‖ | 々 年1彙
|

|"rに よ也 11'り ll 参 加 教 1 イ■ 2 r● 3 r,

■ 111 1950 横  ,兵  ,"
男 r 42 関 彙 学 院 高 緑  ケ  丘  高 全 iR泉 ケ IT高

女 r 30 |し  0聰  来  高 キ   i疇    高 新 潟 中 央 高

第 2い 1 1951 ホし  ,光   ||,

42 1卿  束 '卜  ,完  ,ヽ 聖 学 院 高 金 ,'ヽ 東 ケ li高

女 r 38 :し   ,t   ,有    Iヽ |し ,t i二  1可  Fヽ 安   積   高

) ,ヽ31口 1 1952 普 地 ,市
ヮ,r 63 金 沢  i水 高 令

"ヽ

東 ケ 1■ 1ヽ 」ヒ    ,, 高

女「 16 札  幌  1着  高 善 通 寺  ― 高 ホし |え  東  高

第 411 1953 山 形  市
男 r

女 r

65 」し    ,屋     高 関 東
.F「 t高 関 東学 院 六 浦 高

66 尚 イ1司 女 学 院 高 ィi   高
|

若 松 女 r高

第 5,1 1 9 54 企  `ぺ  lli

り,r

女 r

69 命 i' 水 高 松  ,1: 商  ・, 聖 学 院 高

71 仮 お 松 女 r l■ 諄 通 寺  ・ 高

,r,,611 1955 神  ,i l‖
男 r 38 聖  .′  院. F5 令  `′ 水  高 山 形 市 立 商 高

女 r 39 山 四 女 r高 尚 綱 女 学 院 高 吉 逝 寺  ~F,

1956

“

I イ, |"
男 r 40 松 江 市 高 イ| 高

女 r 40 書 逝 寺   ,1ヽ 山 陽 女 r高 尚 ,日 女 学 院 高

11811 1957 松  '■  11
男 r 山 形 市 立 商 占 松  :I: 確  高 聖  '卜  院  高

40 善 迪 寺 1 敬 ■ '4 1劇 「 1 前 薔 市 立 女 高

第 911 1958 i" 市

男 r 40 山  形  商  高
=   
鶴    高 新   潟   高

女 F 40 善 ,1`寺  ¬ お ll: 陽  女  高 尚 111女 '′ 院「 ,

第 10回 1959 会:|',I松 1,

44 山
'`夕

市 立 商 高 帯  広 条 高 茨   本   高

女 r 11 善 運 寺 一 高 |は 高 敬 愛 学 問 高

ヽ 111● 1 1960 久 留 米 市
り「 43 山 'F′  iド 、′ 1商 高 横 ,兵 緑 ケ it高 神  

「

 蘭  ●5

女 r 善 通 寺  ― 高 敬 受 ・子 日 高 高 岡 女 子 高

第 12回 1961 ′′ 前  ll‐
男 r 42 新  潟  市  ,II 横 浜 緑 ケ 丘 高 松 江 商 高

女「 42 敬 愛 学 1劇 高 新  圧  〔綺 高 真 |ロ クi r 高

第1311 1962 高 岡  |"
男「 42 聖  学  院  高 山 I′ il立 商 高 新  '8 南  高

女 r 43 高 岡 女  r 占 敬 理 学 日 高 新 ,8中 央 k rri

.11 1 1962 t島  |●  「li
男 r 44 新  潟  商  高 富 山 商 ・ , 帯 広  :条 高

女 r 45 新 圧 南 ・ 5 城| 」ヒ 女  r 高

]~ 1964 京  都  !"
男 r 45 富  111 商  ili ′キ  t島   1'"  1:, 秋 ||1祥 人 付 ,,

女 r 46 布 施 女 r高 善 通 寺  ‐ 高

第1611 1966 熊  本 1"
47 富  l口  商  高 高  岡  商  商 」ヒ 越  :薔  「|ヽ

女 r 45 点[ 岡 女 了 高 成 安 女

`i】
布 施 女 r高

■17回 1966 ウ. |" ll,
男 r 16 富 城 工 業 高  岡  商  業 富 山 商 業

女 r 47 うk  '■   ・́   |● | 山 陽 女 r高 新 潟 青 陵 高

第 18Ⅲ l 1967 命  ,尺  |ト

リリr 46
′,沢 1"、′工 高 条   ,II 折潟蘭高・高岡商占

女 ′ 48 新 ,■  1'す  陵 1市 東 大 阪 高 富 |口 女r高・真岡女イ高

l

V

、 ン

51

"r

|

白   7i   高

41

女 r

男 r

43

敬 髪 '′  1珂  高

男 r



■

■

■

■

S

●b
」■ヽ
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(第 6回神戸大会より)栄 光 の あ と

′
υ

」
V

年 度 IⅢ 別 1 (、
) 2 位 3   ft

第

6

I口 1

1955 神 戸 市
'"11,,'

74
74

本井

`ti⊇

■
_: r
(聖学院 ).北 島 克英
(尚銅女)佐 々本功子

(

(

四 日

善 一

林
水 日
しHF

'子
73
74
中学院
山陽 女 ,

本り十
友野

′
,ヽ ,′

砕 Ii

.聖
学院
1山 陽 女
)  北島
) ′」ヽオト `11,′~` (金沢二水)北方

(善一高) 水ロ
関
藤田

第

7

向

1956 {山  台 市
"単女 単

79
78
(山 形商 )
・善:●古 .

板垣 陽房
横井キメエ

(聖学院 )
(山 陽女 )

吉野
戸ロ

(

(

関東大浦)」 宮ヽ 好雄
山陽女)′ ]ヽ林 桂子

78
78

占野
横丼
福水
井上

星野 ″ jヽ日
山下・大西

山 1′脇
||1陽 女

+反すご
′
,ヽ十本
山 岸
′:日

第

8

口〕

松  江 市

り,ni
々単

男性
女複

81
81
(関東六浦)小
(善一高 ) 田

宮 好雄
島外茂子

(関 西学院)中村  智
(北陸学院 )長 田悠喜子

｀
「
摯チ
尾関

r午

紀 r

80
79

小宮
田島
落イ゙
口」
~下 (関 東学院)中村・蒔田
(善―高 )富 川・野間

(松江商 )
(金城高 )北

:B・ 今村
・松ロ

第

9

回

1958 新  1, 市

,リ 単
女 単

7 3

7 8
(山形商 )板 垣 善憲
(金域学院)山崎喜久子

二浦二作
間宮美紀子

(奈良商工)森
(宇治山田)伊村

晃 ‐

博子

り複
女複

73
77
山 T,11]
令城高

板垣

'1

(山 形南 )
(敬  愛 )

埼f)山~森 水丼
木村

り五味川・
)蔵 本・

す′1,1月
イ「本

第

10

回

1959

男単
女単

84
83
(緑 ケ丘 )
(善―高 )

岡崎
蔵本 tr

玉井 治之
福本 和子

男複
女複

84
83
(山 形商 )
(善―高 )

水丼
蔵本
北オ

'イ,本
(緑 ケ丘) 岡崎¨ 山本
(敬  愛)横 山・高橋

(高松商 ) 東条・丼上
(善一高) 福井・二原

第

11

i。 ]

1960 久 留 米 市

剪単
女単

84
83
(緑 ケ丘 )
(善一高 )

岡崎
横井 tr

近藤利一
橋  奉子

84
81
(緑 ケ丘
(高 岡女

)

)

1司 1奇

橋
山本
酒井

「]書 |・ 1':
高橋 ・長 '京1奇

福島
関

見
藤
高
内

1961 弘 前 市

男単
女単

84
84
(甲 府商 )秋 山 真男
(富士見高)望野 政枝

人竹
佐藤
ネ玄‐―

弘子
(宇治山田)伊村  隆
(新庄南)′ 1ヽ笠原詔子

り,

`蒙
女複

83
84
(新潟商 )
(新庄南 )

大竹
りヽ笠原

(山 形商) 森谷・板垣
(敬 愛) 大門・伊藤

(帯広三条)中村
(掛 川西)高 木

松浦
人野

第

13

回

1962 高 岡 市

男単
女単

82

“

一征
淳子
(緑 ケ丘 )
(高 岡女 )

小島
橘 ,子

平
r
(富士高 )
(高岡女 )

斉藤
室崎
正時
光子

り,|,
々|,

82
85
(聖学院 )

`山
陽女 )

西野― 須田
高塚‐ 重政

1書:i81■ _

1善|■ 1ヽ ,
本口l

`■

1
荒川
ワ|||
(緑 ケ丘
(高岡女

)

)

小島・棚橋
室崎・河村

第

14

回

1963 鶴 岡 市

り,,1
々 1■

87
86

裏田 光男
高橋 とも子

(聖学
(新お
院 ) 関
中央)後藤

‐誠
和子
(聖学院
(北 」1‐ 高
, 中村
)高 森

宏
■ r

'′

腹
女複

87
85
(新潟商 )星 野
(女子工芸)加藤

,t‖ l

イl暉 ,
(新潟商 )鈴 木
(城北女)高 橋

神田
渡辺
(聖学院 )
(新潟中央 )

関  ・中村
後藤・茂沢

第

15

[,1

1964 京 都 市

1弓

't'

■ 1'

88
90
(奈良商エ
(敬1憂 )
)森  芳夫
体々木タミ

(高 岡商 ) 盛野
(女子工芸)竹内

博之
泰子

(

(

岐阜エ
高岡女

)

)

堀  幸雄
F谷 恵美子

り,複

'`"

88
90

(

(

富山商 )高 林・池田
女子工業)竹内・石本

(高 岡商 ) 立野・盛野
(新潟中央)高野・渡辺

(奈良商工 )
(真岡女 )

森
植木

,可 +寸

大島

第

16

回

1965 熊 本 市

男 単
女単

92
89
(富 山商 ,
(布施女 )

1.母野尾昌 ・

近藤 光技
(日 大
(布施
山形)沼沢
女)オ 脇

利― )
妙子

"複女役
92
88
(富 山商 )
(善一高 )

栂野尾
山本
+前
細 川
(日 大山形
(真 岡女 )

)

'召

,尺

上野
'I`+寸
●崎
(岐阜工 )
(布施女 )

堀|・ 杉山
近藤… オ脇

第

17

回

1966

男単
女単

91
92

(官城工 )
(山 陽女 )

我妻
浦口

――
,「

息子
(富城工 )市
(新庄南)遠 "|藤

清
幹子

り,|,
■,,

90
92
(新潟商 ) 本間
(新潟青陵)本間

(富城工 )
(山 陽女 )

市川・我妻
浦口・湯木

(富 山商 )
(新庄南 )

牛島
小山
藤水
遠藤

第

18

回

1967 金 沢 市

り■● 92 (富 山商 )米 国  実 (金 沢)黒 田  博 (正 強
(高岡商
)植 田
)牧 野 光 男

女 ■ 94 (新潟中央)高坂  薫 (新潟青陵)相沢マチ子 (
(

聖 曖 )
東大阪 )

奈良岡洋子
池田 栄子

り」|,

女複

91 (富山商 )松 島・米国 (富 士 ) 笠井好・
笠井教

(金沢市工
(金沢市工

・ 高木
,山本

流
松本

94 (新 :潟青陵)相沢・金子 (真岡女) 回仲・ 技 (
(

)

)

成安女
東大阪

岡崎
池田

`場
,ヽ

「 山

53

(団体戦の部 )

1957

(高松高)稲 井  剛
(善一高 )横山  満子

(高松高)稲 井  円
(高 岡女 )橘  美智子

第

12

回

弘 前 市



祝 全国高等学校バドミントン大会

くらしに力を

農協貯 金 で

福山市農業協同組合
組合長理事 佐々木 弘允
電話代表 23-3488

54

福 山 市 東 桜 町 4番 4号
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バ ドミン トン競技の見方

バ ドミン トン (BadlmintOn)

1840年 ごろイン ドの ボ ンベ ィ州 プーナ (PoOna)で 発生 した遊 びが,駐在 の イギ リス士官 に よつ

て 1873年本国 に持 ち帰 られ て, グロスタ
~ン ヤ~(C10uCeterShire)に ある ビュフ ォー ド家 の所領

(e state)バ ドミン トンで競技 となった もの で,そ の名がつ いた。

国際バ ドミン トン連盟 (略称 I.B.F.)は 1934年 に創設 され , 本部 はロン ドンにあ り,現在 56国

が加 盟 してい る。世 界選手権大会 は男子 (ト マ ス杯 )女子 (ユ ー
バー杯 )の 国別団体 戦 で, 1年 ず

れ ているが何 れ も 3年 ご とに開催 され,1966年が第 4回ユ杯 ,1967年 が第 7回 卜杯
の開催年 であ る。

11口盟国は,ア メリヵ・ ョ_ロ ッパ.ァ ジア, ォーストラレインャ (濠亜)の 4｀/―
ンのいずれかに

｀ や加し. ゾーンで優勝して. インターゾーンに進む。ここで優勝すると挑戦国
となって,チ ャンピ

｀イ ン国と世界―を争う。 1970年以降のトマス杯は,選手権保持国も加った5国
のインターゾーンに

よ リチャンピオンが決定す ることに改正 された。現在
のチャ ンピオンは女子が 日本, 男子がイン ド

ネシアで,そ の他の強国は女子,ア メリカ, イギリス, イン ドネシア, カナダ (1966年
5月 )男子 ,

日本,デ ンマー ク, タイ,マ レインア (1964年 5月 )。 個人の世 界選手権大会はないが,ウ エ ンブレ

_(wembley)の 全英選手権大会は,テ ニスのウィンブル ドンと同様最高権威 となっていて,18

99年に第 1回 を行 ない,1966年 3月 第56回 (戦争中断がある)では,秋 山真 男 (中大 )が シ
ングル

スの決勝に進出,栄えの準優勝者 となった。 この他第 53回に小宮好雄 (立大出, トヨタ自工 )が ,

第55回 に宮永武司 (慶大出.明治生命)が男子 シングルスのベ ス ト8に 入って
いる。

日本での歴史は 1935年 ごろか ら神戸.横浜 を中心 に競技が行 なわれ,1946年
パ ドミン トン協会 (

略称 N.B.A_)が 設立,1948年 日本体育協会に加盟,毎年全 日本選手権大会を開催 している。 1949

年 に国民体育大会種 日となって,全国に普及し,46都道府県 と沖縄に支部協会が設置 されて
いるほ

か,学生.実業団,教職員の三職域連盟・を持 って,縦横の組織体が完備 されている。 また,関連団

体 として全国高等学校体育連盟バ ドミン トン部がある。 N.B.A主 催の年次大会は,全 日本総合 (

、コ
人),全 日本社会人 (個人 ),全 日本実業団 (個人,団体 ),全 日本学生 (個人,団体 ),全 日

本教職員 (個人,団体 ),全 国高校 (個人,団体 )の 6大会 と国民体育大会バ ドミン トン競技 (都

道府県対抗 )である。 トマス杯 には第 3, 4, 5, 6回 と参加 し,第 6回 にはアメ リカウーンで優

勝,東京のインターゾー ンに進 んだ。ユーバー杯 は第 4回 に初参加 し,ア シアゾー ンで優勝, ウエ

リン トン (ニ ユー シーラン ド)でアメリカを倒 して王座 に着 いた。

競技の見方

パ ドミン トンについては, たまたま追羽根 からの連想で軟 ,,jな 競技のように思 われてきたが, 城

近では国際場裡での選手の活躍か ら一般の認識が改 まって, スポーツとしての
パ ドミン トンがいか

にハー ドなグームであつて苦 しい訓練 を必要 とす るかが理解 され,各 事業団体でも,強 い責任感 と

不屈のフアイ トと卓越 したスタ ミナを要求 される本競技のプ レーヤーを,積極的 に入社させ ようと

いう動 きが高 まっていることは喜 ば しいことである。

バ ドミン トンは頭脳プ レーを中心 と したデ リケー トな競技であると同時に強い脚力,筋力,内臓

器官 を必要 とす る鋭いダイナ ミッタな競技でもあるところが,世界各国に常に 1万 人以上の観衆 を

55



熱狂 させ るほ ど,プ レー しても見ても,楽 しい理由なのである。 日本代表選手 となるための平素の
試練,訓練は大変なものであるが, また反面 リクレエー ションとして空地 などで打合 う面白さも老
若男女を問わず格 別である。 これは野球試合 とキャッチボール との楽 しさの違いともいぇる。 |,ク

レェーンョンに広 くとり入れ られているのは導入がやさしく,上手下手 を別 とすれば30分でダーム
を楽 し0所 までできるようになるからであろう。

一流プ レーヤーのグームはちょっとの ミスも許 されない厳 しいものである。 たとえばネッ トンヨ

ッ トで 5"も ンャ トルが浮 くと相手にたたかれて しまうし、パ ックパウングリーラインから 1"浅
ければスマ ッシュされて しまう程隙をつ くれない。要 はいかに自分が上から打 ち、またそのために

も相手に下から打 ち上げ させ るか という原則につ きるのであるが、コー トの広 さやネッ トの高 さは

原則 とお りのプ レーを難か しくさせ るよう非常 に合理的 に設計 されている。 もしパ ックパウンダ リ
ーラインの真上の点で垂直に落ちて くるシャ トルをスマ ッンユ して、 1.524‐ の高 さのネッ トにひ
っかからないような背の高 さの人は世の中にいないであろう。 フォアハ ン ド、パ ックハン ドのス ト

t'― クによるシャ トルのフライ トの種類はい 〈つかに分類 され る。高 く深 く打つ′ヽ イタリヤー ,ま
っす ぐに早 く打つ ドライブショッ ト、また ドロップンョッ ト, スマ ッンュ, ネッ トの攻め合いに使

うネットス トロー ク (ヘャ ピンショット)やスライスさせて打つスライスショッ トなど技術の向上
す るにつれて豪放なまた細かい沢山のテクニ ックがある。 とり分けネ ットに当たって伝わるような
プ レーが応酬 されるときはスリルさえ感 じる。互いに相手の弱点 を攻め,相手の体力を消耗 させ ,
そのため逆モー ションの連続技が展開 されるとき, また追 い込 まれて窮地からすば らしい背筋力の
パ ネを利かせてのスマ ッンュや,スマッシェと見せての ドロップンヨツ トがネッ トすれすれに決 ま
ったときなどは,正 にバ ドミン トンの醍醐味 といえよう。敵 も味方 も拍手 を惜 しまないものである。
ンャ トルの目方は英国の単位 グレインで表わされるが, 1グ レインは 0.064夕 .髪の毛 3本位 で
ある。 1グ レイン違 うと飛距離は∞"程違つて くる。 いうなれば一流のプ レー となると,髪の毛 3
本の勝負である。 またシャ トルがラケッ トに当った瞬間にブ レーヤーの足は動 く。 プ レーヤー同志

の勝負は始動のタイム差,何十分の一秒で決 まるともいえるであろう。 このようなパ ドミン トン競
技は正式の試合では風か ら密閉 された室内体育館で,暗幕で天然光線 を遮断 して,人工光線で行 な
われるのであるから, プ レーヤーは非常にナー バスである。喚声や騒音はもちろん,写真電光 もま
たプ レーの大 きな妨げにな り主審のコールも聞 こえない状態は観衆のエチケッ トとして失格 である。

静粛に選手によい試合 をさせ ることが, よいプ レーを見て楽 しめるのである。 イニングの間の拍手
は許 されているからどちらのファインプ レーにも惜 しみな く拍手 して健闘を讃えるマナーがは しい。

英国のグームなのでプ レーヤー もそれにふさわ しいプ レー をして, また服装や態度 にも相手や観衆
に礼を失することのないように気 をつけなければならない。

ν

ヽプ
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福 山 市 競 技 会 場 案 内 図

至府中

至ふちゅう
至おかやま

福
・
増
木之庄町

②

■

“

陽 本 ド

ふくゃま
山

国 二吉呵
至 岡 山

至
広

島

号  線

至
ひ
ろ
し
ま

や

卒

や

゛

゛

鷺

□

一 '||

輌

　

町

□ 緑町

●

゛

゛

水
　
春
　
町 ⑤

①葦 陽 高 校

C城 南中学校
C精 取 中学梗

回東  中 学 校

回水 呑 小 学 校

□輌  小 学 校
□千 田小学校

□

■会 場 案内図

ヽ′

ー

58

一ｔ

国 道

Э

C城 北中学校

⑤福山商業高校
⑥向丘中学校
□広大福 山分校

□霞  小 学 校



ー

⑥ 向丘中学校

練習会場 。所在地・交通一覧表

会    場 所 在 地 電   話 交通路線 (福 山駅を起点として )

① 葦 陽 高 校
福 山 市 西 町

2-4-1

福山23-0400

福山23-0415
福山駅より徒歩

② 城北中学校
福山市木之庄町

387

福山23-0668

福山23-6838

ニコニコバス ②乗場
福山駅より徒歩

北巡環線

城北中学前

福 山市 光南町

3-4-1

福山23-4848

福山22-1553

輌鉄パス

輌鉄パス

④乗場

①乗場

市内線

輌行

光南町

野上町

0日 取中学校
福 山市草戸 町

1189

輌鉄バス ①乗場 輌行
工業高校前

0福 山商業高校
福 山市水呑町

矢之浦
水呑   460

輌鉄パス ①乗場 輌行
商業高校前

輌鉄パス ①乗場 輌行
商業高校前

福 山市水呑町

向丘
水呑   74

会   場 所 在 地 電   話 交通路線 (福山駅を起点として )

口 広大幅山分校
福 山 市 緑 町

2-17

繊

福 山22-0300

①乗場 広大経由各方面行
広 大福 山分校 前

国 東  中学 校
福山市三吉南町

2-10-2

福山23-1765

福山22-5369

ニコニコパス ④乗場 東深津行
東中学校前

□ 霞  小学 校
福 山 市 霞 町

3-8-1
福山23-0643 福山駅より徒歩

□ 水 香 小学 校

|

|

福 山市水 呑 町 水呑   42
輌鉄バス ①乗場 輌行

水呑小学校前

□ 輌  小学 校 福山市輌町後地 準, 2-2043
輌鉄パス C廉場 輌行

輌の浦

□ 千 田 小学 校 福 山市千 田町 横尾 2

ニコニコノ`ス ⑤乗場 府中行
千田入口
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会場・ 所在地・ 交通一覧表

③ 城南中学校

福山23-0603
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停留所

(小学校入口)
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テ田小学校
(練習会場 )
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☆より安全、より豪華になつた☆
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製材・ 木材チップ生産合理化に

永い経験 と優れた新技術により生産され

世 界 にのび る
各種 高 能 率

高 能率 堅 牢

正確無比高速

精 密 高 性 能

製 材 帯 鋸 盤

チ ッ パ ー

ドラムバーヵ―

電 気 歩 出 機

三面削自動飽盤

四面削自動飽盤

株式
△ ユ

=↑
」L中国機械製作所
本社工場 広島県福山市北吉津町 888
電  話 (0849)22-047400475・ 0011
出 張 所 東京・広島。大阪・高知・ 鹿児島・ 山陰 。新渇



福山葦陽高等学校体育館 (バ ドミントン)
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城北中学校体育館 (バ ドミントン)
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福山商業高等学校体育館 (バ ドミントン)

向 丘 中 学 校 体 育 館 (パ ドミントン)
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―全国高校総合体育大会・パドミントンの部協賛―
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Attack with Slazenger!
What othcl game is as exacting as badminton! Thc shuttlecock

has uniquc pcculiarities in flight. Thc small court calls for fast

reactions. Thc high net is restricting. All in all, badminton

THE NAME TOI PLAV WiTH

,戸て
blazenger

u,一

日 本 総 代 理 店

ジャー デ ン・マ セ ソ ン・ア ン ド・カ ンパ ニー (ジ ャパ ン)リ ミテ ッ ド

日 本 総 発 売 元

河崎 ラケットエ業株式会社
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製造品目

染料・ タール系中間物・ 工業薬品

日本化薬株式会社

取 締 役
工 場 長

所 在 地

福山染料工場

宮 野 弘 孝

広島県福山市入船町 3丁 目1-1

T・EL(0849)21-3131代表

本 社 東京都千代田区九ノ内 1-6(東 京海上ビル新館 )
TEL(03)216-0461(大代表 )
大阪市東区瓦町 2-55(三和ビル )
TEL(06)202-7731(代表 )
福岡市呉服町 2-1
TEL(092)29-6831
札幌市南三条西 2丁 目17(山 ロビル)
TEL(0122)26-1588
名古屋市中村区広井町 3-98(名 古屋 ビル )
TEL(052)541-3121

大 阪 支 店

福 岡 支 店

札幌営業 所

名古屋営業所

製造事彙 場

火薬部門 厚狭作業所 (山 口県)岩鼻作業所 (群馬県)仁豊野作業所 (兵庫県)
折尾作業所 (福岡県)基山作業所 (佐賀県)岩見沢作業所 (北海道)

染料部門 福山染料工場(広島県)小倉染料ェ場 (福岡県)王子染料ェ場(東京都 )
医薬・農薬部門 王子製薬ェ場 (東京都)(小倉染料工場)
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宿  泊 覧  表

、ノ

都 道 府 県 名 旅   館   名
`■

所 電    話
バ ドミン トン本部 山    陽 0つ 1 0 1 5, ψ3)1 0 1 6

北 海 道 か め や 沖 野 上 町 600 7 4 1

青   森 坂 口 清 賛 館 域 見 町 ω21 065
岩   手 鴨   "1 住 吉 町 102 007
宮   城 む さ し 胡   町 0カ 1 2 90

秋1  田 菊   水 三 之 九 町 ω力00 93
山   形 か め や 沖 野 上 町 600 74 1
福   島 力・ め  や 霞   町 101 7 7 7

茨   木 喜 多 駒 明  治  町 024 0 0 6

栃   木 し 家 域 見 町 103 5 1 0

群‐  馬
′
, 手 城 町 1024 94

ホテル 八 千  代 手 城 町 (41)007 1

埼   玉 京   屋 伏 見 町 0の 1 2 89. 126 5 1 5

千   葉 水 呑 町 水呑 163
東   京 |ヽ  く  よ 南   町 001 7 3 3

神 奈 川| 西 日 本 伏 見 町 ωa3 4 2 8

花   屋 伏 見 日「 032 8 9 8

新   潟 大 手 別 館 之 丸 町 ω05 4 0 7

富   山 九   重 手 城 町 005 75 1
石   '|| ′jヽ     十ホ 伏 見 町 021 0 1 9

福   井 田   中 北 吉 津 町 020 1 69

山   梨
金 竜 館 延 広 町 106 6 62
や ま 丈 延 広 町 0カ 3 1 38

長    野 富 士 見 船   町 001 5 39
岐   阜 い く 家 若 松 町 0カ 02 64
静   岡 川   長 光 南 町 122 4 86, Oa6 0 5 7
愛   知 あ り :々 入 船 町 0の 4 5 4 5

重 加   藤 之 丸 町 0,0 382
滋1  賀 福 山 温 泉 水 呑 町 水呑 163

京   都

住 吉 町 0め 2 6 97

志 寿 家 住 吉 町 0め 3 8 7 1

つ ち や 住 吉 町 020 6 5 6

大   阪
お 多 福 城 見 町

`23)1 5 5 9
伏1  見 九 の 内 町 101 1 83

兵   庫 洛   陽 ,中  雲,  L □r 0紛 2 2 2 3

奈   良 両   備 胡   町 102 2 1 5

和 歌 山 力・ め  や 霞   町 0)1777

鳥   取
住 吉 町 000 5 78

有   安 メ、  1^  口丁 124 54 5
島    根 末   広 城 見 町 104 2 32
岡    山 千 古 満 吉  町 0カ 3 3 82

広   島
山    口

大   会 作, 1^ 田T 104 36 0
日 東 館 大  黒  町 0'1 0 5 3

徳   島 福 山 ,=泉 水 呑 町 水呑 163
香   川 福 山 温 泉 水 呑 町 水呑 163

愛   壌
富 士 の 家 昭 和 町 103 5 1 2

天   国 昭 和 町 0カ 1 4 94

霞   町 0め 3 4 04

福   岡 福   励 伏 見 町 100 1 36
長   崎 お も だ カ 御 船 町 001519
熊   本 ふ み の 家 之 丸 町 ω02 5 5 8

大   分 茂   富 吉 町 020 1 79

鹿 児 島 香 保 留 町 101 1 2 2

た に 本 吉 町 |,3 397
,中    縄i 福 山 温 泉 水 呑 町 水 呑 163

J
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丸 の 内 1丁 目

福 山 温 泉

松   葉

国 粋 館

高   知 べ' ま  と
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おヽ料ダム子な功浮の片″老

だとtょくムろ.おさレ"`て もなろ

)A&F xlev*)A**1xfl2ao I

0
一

かつを

墓年ふえ沐え会力賛

電 気 工 事 設

ネオン・プラスチッ
計 施 工

クー般看板

福山電業株式会社
取締役社長 島 田 薫 荘

本    社  福 山 市 昭 和 町 6番 ■号
冨三言舌

“

り096361-4:材に属覇eの6364
松 永 営 業 所  福 山 市 松 永 町

徊巳言舌  :杉 アヽК(2)3160・ (2)3169
電  飾  部  福 山市 昭 和 町 6番 ■号

同三言舌e00785
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川崎製鉄欄指 定 商
川鉄商事欄系列工場

(小型棒鋼圧延 )

社 長 蔵 本 二 郎
専 務 江田 林太郎

住所 福山市輌町輌 TEL2-2533

扶桑伸鉄株式会社

外 科 。 整 形 外 科

藤 井 病 院
,′r  F
レC IX

藤 井 紫 郎

74

福山市輌町 TEL2-2431・ 2-2643



各種催物及映画前売券あります

福山市元町 くらや前 T E L22-5449

福山元町プレイガイド

超精密小物部品

特殊精密 ね ぢ
加 工

福山精螺株式会社
代表取締役 畑  田 荀文 夫

福山市野上町 1丁目5の 27 TEL(2265160
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松本酸素株式会社

ガス・溶材 。機工

代表取締役 松  本    勲

福山市東深津町 806の 1
TEL 福山 (0849)23-09830

23-4639
工作場直通 22-3746

21-3440

タクシーの御用命は

ノラ
′

士
戸
ロ
ロロ

■■■■■ロ

41-3850
51-2850

″々
″
0「

ヽ

ン
中

市

府

新

TEL

76



福 山 名 産

璽 保 命 酒
長

寿

一
■
一
ロ

岡
本
亀
太
郎
本
店

苺

入
江
豊
二
郎
本
店

森
田
保
命
酒
本
店

山 市 輌 町

新案巴印

関 西 一 流 メ ー ヵ ―

東京 座敷等・ 庭箸・ 丸刷子
甲板刷子。東子 。ナイロン製品

製造発売元

パ ー ム 製 品 一 式

船  舶  用  資  本オ 製作 卸商
鍛  造  金 物  一  式

福 山 市 輌 町

罰松本方兵衛商店
第 ■ 工 場 福
第 2工 場 福
輌 局 私 書 函 第 3号 振

山 市
山 市 輌

西

‥ 通岸

丁田

海

輌

町

３４
支

支

１
　

　

金

表

輌

輌

町

り

番

番

番

番

店

店

庫

替 口座 下 関 3
大 阪 7
広 島 2

話 (輌局 )代
国 銀 行

島 銀 行

信   用

3 6 1
7981
1  8

電

中
広
輌

行銀３取
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浜 原 材 木 店

福山市今津町 382の 2 TEL2-2416

銘木 。新建材・製材

限
社
有
会

代表取締役 濱  原、  旭

夢諏鷲誉菫日
TEL 市外局番 (08498)輌02-2121

瀬戸内海国立公園 革丙 の 浦

日本観光旅館連盟会員

小川産婦人科医院

福山市今津町 246の l TEL2-3356

院 長 小 川

市 会 議 員

福山市輌町 TEL2-2225

丸
ロ

Ш 基

78
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千代田貿易株式会社

生徒机・椅子・実験台・会議机・器具戸棚・その他備品

社 長 二 谷  巌
工 事 業 部

電話②2380・ 2381・ 2382・ ④4898・ 4899
木

福山市草戸町

ニチボー ビニロン・ トレーニングシャッ

総合衣料 ニチボーの店

松 岡 勝 商 店

福山市手城町西入口 T E L22-1935

福山印刷株式会社
福山市丸ノ内 2丁 目4-5
電話  23-0621

‐
´

■1

一花馬車は,あ なたの茶の間,憩に……ご社交に一

福山市西町 1丁目 7の 9 女神の像前 T E L22-1591

高校総体
純 喫茶☆☆★

馬
_」L▲

早花

祝 全

79
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コ
コ 高校総体  功口琲 店

暑中御見舞申し上げます。

高原の涼 しさの中で名曲

と珈琲をどうぞ .′

祝 全

諸国の民芸品展示即売

7ギ■
福山伏見町・国際会館前
T E L22-2257

● 純 喫 茶● 

“

屯 ||′ tスト ● 純 喫 茶

‖口
「
」Hい

囁鮮タモ樹輪 Jレノ
ロ

福 I11イ人見旧∫

燿ヨ,22-4064
福山・ 元町

燿ヨ,23-1758
福山 ¬ li民会館東

曖:123-0408

外科 。整形外科・理学診療科 。放射線科

し 外 科 病 院
(仁 紫 )
福山市大黒町北より (胡町交番隣り)

TEL 福山 (0849)22-2847

●入院応需

t

口■■

―
ヽヽ

福山市港町 2丁 目 T E L23-1076

外科・脳神経外科

■
■
〓
↑外板 崎

80
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橘高歯科医院

福山市伏見町 3番 16号

橘  高

(橘 ビル)

一  彦

ネ兄 昭和43年度全国高校選手権大会

美津濃スポーツ品・販売店

邸っ ちでスポーツ堂

福山市松永駅前 TEL(08485)2-2348

谷 本 歯 科 医院

福山市霞町 1丁 目 2番 22号

谷 本 健

福山市御船町 T E L21-4366

繭
一

-J=vJ」T―」IV―

Cコ1更ヨ電コ
=リ

81
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祝 全 国 高 等 学 校 総 合 体 育 大 会

全 国 高 。中 体 連 推 せ ん の 新 し い 学 校 体 育 靴

軽くて丈夫なフリ目レ_at″%のV″ヂ
代理店 関 西 商 事
福山市御門町 3丁 目 TEL代 表22-1361

タクシーは

久松 タクシー ´ヽ

石藤外科医院
福山市道三町 1-1(駅 前大通 )
TEL福 山 (0849)23-1903

外科 。整形外科 。内科

―全国高校総合体育大会・バ ドミントンの部協賛―

キ シ マ 印 刷
福山・御門 823-3415

82

)

TEL 22-0200(代 表)
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北辰映電株式会社
本   社 広島市上崚町 6-4(栄橋西詰) TEL広 島28-278■ f0
福山営業所 福山市旭町 3-7(福 山陸橋南詰)TEL福 山21-3558

泄 計 籠」

●北反16■崚,機・販売 ,事理
●ソニービアオフー /― ・テープローダー
●ソニーカラーテレビ・ステレオ
●ソニー特薇特詢店
0枚内放送投由・視聰■薇:l・ 裡鬱党編 |
●視聴党教材・政具 眠先 修理

タクシーは

重
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口
■
■
■
「日

・‥μ
ウ ロ

↑田
くタ

^
０

５

８

０

３

２

５

５

８

０

２

２

一　
一　
一

う
０

■
■

ヽ
う

，
“

И
■

‘
‘

TEL(本 社 )
(大門 )
(輌 )

〔シ,ar彫 ≦妻≡5:lな奪以ま1客λ示、
:;

★★超高級★★

Eヨ誕菫″
=司
福山

三原・尾道・府中・松永・竹原・世羅連続15ヶ 月首位快走中 ′

nobcsufirul

サニーの御用命は

曹
日 医  院

月、 !足, 不斗
お
一

ヽ

内

水
福山菫奈良津町 (北消防署前)
電話福山22-6139

83

フアース トパックの美 しいスタイル

スポーツカー顔負けの高性能、エン

ジン室内はステキな雰囲気と無限の

感動を呼ぶ広い室内



御料理・仕出し

■■■■■■ロ

■■■■■●

1ロ
■ロ
,"

口■■■■■

■料理部 22-1777 ■食堂部 22-1778
TEL
■仕出 し部 (代)22-0325～ 6

曜ヨ
F日
福山 。駅前

各種亜鉛メッキ加工

向陽金属工業有限会社

キリンピール・サントリー
三楽ォ~ン ャン
清酒
―酔心・賀茂鶴

福美人・美乃鶴
●特約販売店

株式会社吉 田 本店
T E L23-0358  福山市霞町 3丁 目 3番 13号   T E L23-2358

名誉賞

ンヽ

吉田醸造株式会社

ヨ ダ 吾 油

おさしみしょうゆ・うすくちしょうゅ
●醸造元

総合繊維製品卸商

4卜小林繊商株式会社
代表取締役 小  本本 :寿  一

福山市今町 4番 11号 電話Q22-4680

84

取締役社長 橋  本 時 雄
福山市輌白茅団地 TEL輌 2-3355・ 2-3356



ヽ

建設大臣登録(ル )5092号・中国電力認定工事店
沖電気工業帥特約店 。日本ホイスト齢代理店

大和電気工事株式会社
取締役社長 梅  沢  良  二

本 社・福 山市松浜町 1丁 目 1番 8号 TEL福 山022-3340番
営業所・輌・松永・笠岡・通信部・製機部

彦田伸鉄有限会社

福山市輌町後地 1091番地 TEL2-2771

小形棒鋼・建築用金物製造

取締役社長 彦 田 定 之

福山市松浜町 1丁 目 1番 12号  T E L23-0575

高級各種細工 。蒲鉾

土  屋 商  店

土 井 事 業 部 で

清掃用品のご相談は

TEL 福山53-0018

85



BROTHER
」̈ワ
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「一ラ̈フ

平井サービスステーション

ブラザー家庭用 ミシン・編機・カラーテレビ
タイプライター・家庭電化製品

ブラザー ミシン福山営業所

福山市延広町富通 I)電話代表23-5600

工 作 機 械 専 門 商 社

0京 洋精艤憔式會祗
本

広 島 支

岡山営業

大阪営業

福

広

岡

大

社

店

所

所

山市住吉町 3番 11号
島市中島町 3番 32号
山市厚生町 2丁 目18番 11号
阪市生野区片江町 6の 26

電話23-5191番 (代 )
電話41-4214～ 5番
電話22-9 6 6 0番
電話 752-8114番

自動車の方は 工場・売店の福山市御門町 2-3-19 T E L22-0811へ
直売店・福山市伏見町国際会館前 白ばら本舗及び駅前白ばら

洋菓子専門の店

‐

|ぎ

●

ゝ

赤 新 鉄 工 所

」

三菱三原重工協力工場

史

限
社
有
会

TEL輌②32230

代表取締役  赤  松  千

福山市輌町鉄鋼

代

地

86
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難 天 啓 鉄 工 所

福山市輌町

山守ェ業株式会社

福山市輌町

取締役社長 山 守 和 幸

佐藤鋼業株式会社

福山市革丙町 TEL代 )2-2415

小型棒鋼圧延

代表取締役 佐 藤 武 士

大倉製鋼株式会社

福山市輌町後地546番地 TEL輌②2308・ 2744

小型棒鋼製造

代表取締役 倉 元 真 澄

87
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外科 。内科
ヽ

′db‐
l′じヽ 水 院

ロニロ

リ丙
院 長 徳
福山市輌町

永  学
TEL2-2053

o襟爺百藻

"末

山守製鋼株式会社
取締役社長 山 守 要 範

福 山市輌町 516 電話輌局 2-2239(自 宅 )
2-2710(工場 )
2-2712(工場 )

今日もドルックスの輝き…

資生堂ドルックスイて粧品 /1‖/EIDO
ヽ C′
υζ∠

“

χ′

む

ひろくふかく親しまれる

60種類の華麗な化粧品集

88
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高級パン・洋菓子

夕ヵキベーカリー
パーティー・行楽には是非サンドウイツチを

福山市元町 サービスセンター
TEL 23-5210

マークが保証する

グ リコ牛 乳

TEL(備後輌08498)②2045・ 2054・ 3418
鉱

輌 ノ浦 国 立公 園

ヽ
■L

▲Jゝ
―

■狩

福山市駅前輌鉄バスセンター 1階

返 姜日穴 リーリ買ト

89

備後食糧協同組合福山営業所
TEL 代表 C)310

ご旅行はひまわり窓口でおひきうけします



三菱石油・三菱液化瓦斯 特約店

千年石油販売株式会社
本   社
福山営業所
大門給油所

沼隈郡沼隈町
福山市本庄町国道筋
福山市大門町国道筋

° ヘー ム

ナガイのハン 和洋菓子

■本   社・広島市皆実町 ■工場・安芸郡安芸町
■福山営業所・福山市沖野上町 TEL代 )22-6889

家族ぐるみボゥリングしましょう/
株式会社 国際

匹ロゴi鶴醐Ξ
=7'セ
l]リー題副厖筆

手軽で便利なチケットを御利用下さい′ :冊2,500円
詳しくは当センター事務所までお問合せ下さい。

福山市宝町 1の 21 T E L21-3363

酸酵乳ケ・ル ツ KK

7,'Jt-r,tt
姉妹品 スタミナドリンク

TEL(代)23-0875
TEL(代)53-0232

本社/広島県福山市本町
ェ場/広島県福山市多治米町

90

/
/

ド
ー
！



ヽ

＼

豊 田眼 科 医院
福山市寺町 (ニ コバス寺町停車 )
TEL 福山 (0849)22-2375

網れ味曖

金 山寺 味 噌

米 こうじ味噌

赤 だ し味 噌

羽 衣 味 噌 株 式 会 社
広島県府中市府中町533の 3番地 TEL府中④20100

噌

噌

噌

味

味

味

白

中

赤

府中味増の王様

堀 内 医 院
院 長 堀 内 克 己

福山市水呑町 (輌鉄バス水呑小学校口)
TEL みのみ  218

小 児 科内 科

福山市久松通 り TEL福 山23-4501

洋傘・ショール・高級毛皮専門店

′′

′′

フ |ン

91
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雪 印 牛 乳
雪印牛乳特約販売店

福山市昭和町 1-9 T E L23-1850

桝  平 商  店

平鋼専門メーカー

輌レール用品株式会社
福山市輌町鉄ェ団地
T E L ② 2155。 3411

ヒ ロ カ ワ の

レ ー ズ ン

サ マ ー シ

福山市東深津 794-1

ケ ー キ
ユ
|~

T E L23-4230

広 川 日 進 堂

▲ ▲

」F―′二春EE■「
広島県福山市本庄町408(国道筋)TEL(0849)3-0313

92

/

*あ なたの貴重 な時間 をボー リングで
爽快 にすごしませんか *

A M F20レ ーン 《無料屋内駐車場完備》



著 者 よ来 れ ″  脚 光 を浴 び 0印刷 壼 暴 へ … …
当社 は創 立 以 来 40年 、教 育 出版物 の 印刷 を専業 と して全 国 の 出版

社 か ら注 目 され て い ます。 皆 さ んが永 年 親 しまれ た教 科 書・ 参 考 書

の 多 くは 当社 で 印刷 され た もの で す。 高 賃金 ・ 高 能 率 ・ 高 品質 を 目

標にして日夜生産に励む諸君の先輩に伍して、あなたの創意と努力
が花 咲 く日をお待 ち して お ります。

入 社 また は工場 見学 ご希 望 の方 は当 社総 務 課 まで ご一 報 下 さ い。

案 内書 お送 り致 します。

大 阪 市 住 吉 区 中 賀屋 町 4-22(郵 便 番 号 558)
岩 岡印刷 株 式 会 社   代 表 取 締役  岩  岡 敏  志

■
'E■
. 大 阪 06-671-6331

ヨ

ユ
■
コ

美津濃スポーツ用品特約店・スポーツ用品のデパ ー ト

高等学校総合体育大会

口 輝

祝 全

福 山市 笠 岡 町 1の 17
駅   前   支   店
直売店ショッピングセンター

T E L23-32200
T E L23-0195
3F 22-6585

瀬戸内経済圏の輸送に奉仕する

備後通運株式会社

福山市丸ノ内 1丁 目2番 33号 T E L21-2511

矢野 与喜高社  長

祝  インターハイ
ゼット印・スポーツ品特約店

ヤマキ運動具店
福山市宝町 4-21 T E L22-1431

93
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'*\ 2C'Y クに参加
メキシヨ

`|り
′

中外製薬株式会社松永工場
広島県福山市松永町 148の 1

本 社 東京都北区浮間 5の 5の 1

MEMO

94

力,
・ンピンリオコシキメて押えを界ト・ソネ界の世き続引 き力ntこク季・ソピンリオ東京

会 社式株 フ イコ
「
イ

′′



MEMO

95



お 目が 高 :い

東
京

・台
東

舶 来 フ ァ イパ ー の強 烈 な反揆 力 。絶 妙 の

パ ラ ンス
ー
カワサ キの フ ロ ンテ ィア は

い ま圧倒 的 人気 です。

あ な た もチ ャ ン ピオ ン を 目指 す な ら絶対

フ ロ ンテ ィア です。 最 高 の ラケ ッ トです .

最 高 級 選 手 用

No。 1400

●英国製最高級ステールシャフト●輸入ファイパー、オールナットの素地仕上げ●

河

崎

ラ
ケ

ッ
ト

エ
業

株

式

会

社
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sAKURA BRAND

*各種の粉末加工に応じます

天野実業株式会社
本社・工場

里 庄 工 場

東京営業所

大阪連絡所

福 山 市 道 三 町 8番 14号

岡  山  県  里  庄  町

東 京 者ヽ5板 橋 区 中九町 30番 地

大阪府八尾市上尾町 4丁 目 1-10

2"036・ 0484

里庄 8 9

(955)6 9 3 5

。ヮ,。   ④ 3605°… ～④3607

さくらカラメル

粉末・液状

純ブドー糖・砂糖製各種

急冷凍結乾燥製品

味曾・ねぎ・パセリー

牛肉・貝類 。ジンジヤ
~

噴霧乾燥粉末食品

醤油・ソース・アミノ酸・味嗜

かつおエキス・かきエキス

あさリエキス・にはい酢

ポークエキス・味りん。酒粕

複合調味・アミミー ト・AN・ 糠漬一番

TEL

TEL

TEL

TEL
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「サンバタキング」

国際大会使用球に決定 ノ
8月 16日 から東京で開催される第4回 際学生選手権大会に国産で

初めて“サンバタキング"が唯一の使用球に決定しました。
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サDJじツキング

f
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株 式会社  諸 江 製 作 所
東京都渋谷区笹塚 2丁 目46番 8号

電話 377 4401 代表‐
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